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プロローグ

第一章 貴族のご令嬢だなんてあり得ない！

第二章 なんで婚約者じゃなくて教育係と同居なのよ!?

第三章 嘘つかないで真実を言いなさいよ!!

エピローグ









プロローグ








　快晴の下、とある牧歌的な村に、雷のような怒声が轟いた。

「もう！　さっさと出ていきなさいよ！　子どもたちが怯えているでしょう!?」

　修繕もままならないほどの朽ちた孤児院の前。屈強な破落戸の前に華奢な女性・ヴィオラが立ち向かっていた。青みがかった流麗な黒髪を逆立て、猫のような青い瞳をきっと吊り上げて、相手を威嚇している。彼女の背には、少年たちが数人ブルブルと震えてしゃがみこんでいた。

　破落戸が、ニヤニヤとした下卑た笑いを浮かべながら喋りかけてきた。

「ヴィオラちゃんよ、小さい頃から威勢が良いが、このままじゃ嫁の貰い手が無くなっちまうぜ？」

　いちいち勘に障る言い方に、ヴィオラは思わずカチンと来てしまった。誰かに向かって指を差すのは良くないと院長には教えられて育ってきたが、無作法な相手に対して礼儀を尽くす流儀なんて彼女の中には存在しない。

「うるっさいわね！　結婚なんて、とっくの昔に諦めてるのよ！　おととい来なさい!!」

「父ちゃんだって迎えに来てくれてないみたいじゃないか？」

「父親なんて私にはいないのよ！　やめてちょうだい！」

「おお、おお、親不孝な娘さんだ……」

　破落戸から神経を逆なでする発言ばかりをされ、頭にきてしょうがない。

　それに、普段の破落戸なら威嚇すれば早々に退出するのだが、今日はなかなか立ち去ってはくれなかった。

「今日ばかりはお嬢ちゃんの言うことを聞いてはやれねぇんだ。さあて、成人したんだったな？　金が払えないんなら、これからは、あんたの身体で払ってもらおうか？」

「気持ちの悪いこと言わないでちょうだいよ！　この間やっと返し終えることができそうって思ったら、倍以上に増えてるのは、さすがにおかしいんじゃない!?」

「利息だよ、利息」

「そもそも、その利息の増え方が異常だって言ってるのよ！」

「そりゃあ、おれのとこで借りたのが運の尽きってもんだ、ほら、観念しな」

　破落戸が彼女の細い手首を掴んでくる。ぶよぶよした感覚が伝わってきてぞわりと怖気が立った。

「離して！　いやあ、気持ち悪い！　離しなさいったら！」

「いいや、あんたはこれから娼館に向かうんだよ！」

「もう！　だから勝手に話を進めないでよ！」

　相手の腕を何度か振り払おうとしたが、男の力が強すぎて解くことができない。後ろでは子どもたちの「ヴィオラ姉ちゃん！」と悲鳴のような声が聴こえたが、次第に遠ざかっていった。ヴィオラは引きずられるようにして辻馬車の停留所まで連れて行かれてしまっていたが、八重歯を立てて思い切って相手の前腕に噛みつくことにする。

「やめろ！　噛むんじゃねえ、ヴィオラ！　くそっ！」

「やめないわよ!!」

「ああ、もうこうなりゃ力づくだ！」

「きゃあッ！」

　相手に引きずられて近くの馬車に無理やり連れ込まれそうになる。

　このまま娼館行きの覚悟を決めるしかないのか。

（そうはいかないんだから！　こうなったら、一か八か……！）

　男の急所を狙って蹴り飛ばしてやるしかない。

　とはいえ、うまくいかなかった場合、破落戸からもっとひどい目に遭うかもしれない。この場で嬲り殺されるならマシで、最悪娼館で奴隷のような扱いを受けた挙句に臓器を売られたりするかもしれないのだ。

　ヴィオラが覚悟を決めた、その時──

「その女を離してもらおうか」

　凛とした中低音の声音が聞こえた。

　それと同時に、破落戸がヴィオラの腕を解放した。

　その反動で、彼女は地面にぺたりと尻もちをついてしまった。

「きゃっ……！」

　鈍い痛みがお尻にじんじんと広がっていく。

（何が起こったの……？）

　困惑していると、破落戸がうめき声をあげはじめた。

「い、いでででで」

　ヴィオラの頭上にさっと影が差す。

　見上げると、破落戸が何者かによって、まるで赤子の手を捻るようにねじ伏せられてしまっているではないか。

　ヴィオラの声が上ずった。

「な、なに……？」

　そこに立っていたのは一人の美青年。

　ちょうど爽やかな風が吹いて、紫みを帯びた赤い髪がそよいだ。同じく赤くて長い睫毛が覆う瞳は、深い碧色をしており、まるで宝石のように光を宿している。

　すっと通った鼻梁に、愛嬌を感じさせつつもキリリとした口元。

　村では見かけない長身の彼は、我が国の騎士団の白い制服を身にまとっているが、衣服の下は筋骨隆々とした体形だと一目で分かってしまった。

　動きを封じている相手に向かって、美青年がからかうような口調で告げる。

「今日の俺は忙しいんだよ。とっととどっかに行ってくれよ、破落戸さん」

「くそっ……！　覚えてやがれ！」

　捨て台詞を吐いた後、破落戸は一目散に馬車に乗り込み、ガラガラと馬を走らせ遠くに消えていったのだった。

　停留所には二人がぽつんと取り残され、鳥がピチピチと木から飛び立っていった。

「明日には忘れてるっての……」

　面倒くさそうにぼやく美青年の姿を、座り込んだままのヴィオラは呆然と見上げる。

「お手をどうぞ、お嬢さん」

「え、ああ……」

　すると、優雅な仕草で手を差し出されたため、反射で手を差し出し返すと、そのまま立ち上がるのを助けてもらった。重なり合った掌から相手の優しさを感じるようで、トクンと心臓が一度だけ跳ねた。

「あんたは、いったい……？」

　ヴィオラが誰何すると、相手が美しい相貌を歪めてげんなりとした表情を浮かべた。

「お前、とんだ田舎出身のはねっかえりのようだな」

「は？　何、あんた？　初対面で喧嘩売ってんの!?」

　彼女が怒りの形相のまま食いかかると、相手がやれやれと肩をすくめながら答える。

「この俺が喧嘩なんて売るわけないだろう？」

「その態度で売ってないつもり？」

「ああ、面倒ごとに巻き込まれたくはないからな。娼館に売られそうだったから助けてやったってのに礼どころか噛みつかれるとは思わなかった」

　そう言われたヴィオラは、はっとする。

「……それは、ごめんあそばせ」

「とんだ田舎娘だ。礼儀ってものをまるで知らない」

「普段はもっと素直に謝ってるの！　あんたの言い方が私の神経を逆なでしてきてるのよ！」

「自分の感情くらい自分でどうにかできないのかよ？　はあ、こんな女、初めてみた……」

　美青年騎士は、呆れたように溜息をつきながら首を横に振る。

　カチンときたが、助けてもらった礼を言っていないもの確かだ。

　少しだけムスッとした態度にはなってしまうが、口をとがらせながらヴィオラは早口で返す。

「ごめんなさい。助かったわ、ありがとう」

「素直でよろしい」

　美青年騎士は、妙に偉そうに胸を張りながら、ご満悦な笑顔を浮かべているではないか。

（こいつ、何様なの……？）

　あまりに俺様な態度。美青年という利点や優雅な手つきで優しいと思ったことなど帳消しである。

「そうだ、お前、この村にヴィオラって女はいるか？　探してるんだ」

「へ？」

　美青年騎士から思いがけず自分の名前が出てきたため、ヴィオラは元々真ん丸の瞳をさらに大きく見開いた。

「それは、私のことだけど」

「ん？　今なんて言った？　聞き間違えか？」

　先ほどまで意気揚々としていたはずの美青年騎士が、やけに大仰に眉根を寄せて、何やら妙に嫌そうな雰囲気を漂わせはじめる。

「あんたの探し人のヴィオラは私だって言ってんの！」

　思わず大声を上げたヴィオラの様子を見て、美青年騎士は自身のこめかみを長い指でもみほぐし始めた。

「お前が、ヴィオラ？」

「そうよ！」

「本当に？」

「本当よ」

　すると、しばらくの間、美青年騎士はだんまりになった。だが、しばらくすると合点がいったかのように、ぽんと手を打つ。

「そうか！　この村には何人もヴィオラって名前の女がいるんだ！」

「残念だけど、私しかいないわよ」

　すると、美青年騎士はものすごく嫌なものでも見るかのようにヴィオラの方へと視線を向けた。かと思えば、これみよがしに大きなため息を吐く。

「本当にとんでもない女──いいや、ご令嬢を残したものだ、亡き伯爵令嬢も」

「あんた、さっきから一人で何ぶつぶつ言ってんのよ？　あんたこそ失礼極まりないわよ。それにそもそも私に伯爵令嬢の知り合いなんていないんですけど？」

「本当に何も知らないんだな、いよいよ面倒になってきた」

　うんざりした調子で告げる美青年の言い回しが鼻について仕方がない。

「何？　あんた、何が言いたいの？　私の方こそ、あんたの相手は面倒なんだから！　用件があるなら、手短にさっさと言いなさいよ！」

　相手の話している内容の意図が分からずに、ヴィオラはおもわず相手を睨みつけながら、指差して糾弾した。

　すると、美青年が心底嫌そうな表情を浮かべながらヴィオラを見下ろした。

「なあ、この村に他にヴィオラって女は本当にいないのか？」

「ヴィオラは私だけだって何回言えば分かるのよ？　同じこと何回も言わせないでくれる？」

「……はあ、これは先が思いやられるな……まあ確かに言われてみれば……」

　美青年との会話が成り立たず、ヴィオラのイライラは頂点に達した。

「ああ、もう！　まだるっこしいわね、婉曲的な言い回しをする奴は、古今東西モテないんだから！　っていうか、何？　人の名前をつべこべ言う前に、あんたが名乗りなさいよ！」

「口の減らない女だな……」

　そうして、剣呑な光を宿したまま、美青年騎士は口を開いた。

「俺の名はライナー。見ての通り王家に仕える騎士だよ。今日は、元々仕えていた公爵家の騎士としてライオネル公爵の名代として来ているがな」

　ライオネル公爵と言えば、国王の甥であり、年若く有望な人物として有名である。剣に長け、勉学に優れ、見目も麗しく、老若男女に好かれる好青年だという。同年代の王族男子の中でも、女性たちの憧れトップに君臨するほどだと、田舎者のヴィオラでも知っているほどの人物だ。

　こんな田舎では見かけることなんてあり得ないほどの美青年だとか。そんな彼に仕えるというライナーはライオネルにも引けを取らないほどの逸材である。

「はあ？　公爵様の名代？　なんで、そんな高級の騎士様がこんなど田舎にいるってのよ？」

　すると、ヴィオラに嫌気が差したかのような反応のまま彼は続ける。

「俺だって来たくはなかったさ。だが、公爵であるライオネル……様から、ヴィオラという名の女に会いに行けって頼まれて、ここまで来たんだよ」

「それは分かったけど……いいえ、あんまり分かってないけど……ええっと、なんだって、公爵様が私に用事があるってのよ？」

「そんなの決まっている」

　ライナーはきっぱりと告げた。

「ヴィオラ、お前が公爵の婚約者だからだ」

　──婚約者？

　こんな田舎の領民にはふさわしくないような単語が今ちらつかなかった？

「婚約者って誰が誰のよ？」

「ヴィオラ、お前だ。相手は、ライオネル公爵」

　あまりに世界が違いすぎる単語のせいか、どうにも認識できそうにない。

　というよりも乾いた笑みが出てきた。

「あたし？　そんなわけないわよね？　ヴィオラ違いなんじゃない？」

「俺もそうであってほしかったんだが、残念ながら、あんただろう。よく見てみりゃあ、あんたはあのじいさんの娘に瓜二つだからな」

　ヴィオラの頬が引きつった。

「何？　まるで私の母親のことでも見たことあるかのような言い回しね」

「ああ、まあな……」

　そうして、ライナーと名乗る騎士は告げた。

「ヴィオラ、お前の本当の名前はヴィオラ・コールネル。コールネル伯爵の唯一の孫娘だ。そうして、お前はライオネル公爵の婚約者に当たる。お前みたいに頭が猿の女には何度か説明する必要があるか？　どうだ？」

「誰が猿ですってーーーーーーーーーー!?」

　怒りと混乱とがないまぜになった絶叫が青空の下に木霊したのだった。
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　さすがに何かの冗談だろう。

　ヴィオラはそう思って、孤児院へと来た道を戻っていた。後ろからライナーがついてきている。

　先ほど猿呼ばわりされたことも、もちろん腹が立つ。だけど、それ以上にヴィオラの頭の中は混迷を極めていた。

（いったいぜんたい何を言ってるの、こいつ……？　頭がトチ狂ってるんじゃない？）

　衝撃で目の前にお星さまが見えた。もちろん気のせいだが。

「私が伯爵の孫娘？　しかも公爵の婚約者？」

　疑いを募らせたせいで、女性とは思えないほどの剣呑な低い声が漏れ出た。

　すると、ライナーは手を当てた首を傾げながら、溜息と共に告げる。

「だからそうだって言っているだろう？」

「ぜんっぜん、意味が分からないんですけど！　っていうか猿って何なの、きーーっ！」

　憤慨して顔を真っ赤にしながらヴィオラはライナーに詰め寄った。

「ほら見ろ、その素早い身のこなしと鳴き声、まさしく猿じゃないか。ちっちゃい子猿。孫がこんなバカだって知ったら伯爵もショックでますます記憶が混乱するだろうな」

　ヴィオラの頭はちょうどライナーの胸板ぐらいまでしかない。相手から子猿扱いされるのも仕方ないぐらいには身長差があった。ヴィオラは地団太を踏みながら抗議する。

「バカって何よ、バカって！」

「バカにバカだって言って、何か問題でもあるのかよ？」

「あるに決まってるでしょう？　本当のことだって言われたら傷つくんだから！」

　きーきー叫びながら、ヴィオラはぴょんぴょんと跳びはねた。

　うんざりした調子のライナーがふいっと横を向いた後にぼやいた。

「はあ、これはまた教育というかしつけしがいがある……もう大人だから矯正が効くのかどうかは分からないがな……」

　これみよがしにライナーが大仰な溜息をついてくる。

「きーーっ！　いちいち腹の立つ言い回しばかりする奴なんだから!!」

　言い合いをした後、いったん呼吸と跳躍を落ち着けたヴィオラは、ライナーに向かって指を差しながらきっぱりと告げる。

「と・に・か・く、私がどこかの貴族のご令嬢だなんてありえない！　おかしな冗談言うのだけはやめてちょうだいよね！」

　村で貴族と接したことがあるが、傲慢な態度をとられたことが多くて、あまり良い印象を持っていなかった。

「誰かに向かって指を差すなと習わなかったのか？」

「あいにく生きるので精一杯、色んな仕事を掛け持ちして何とか生き延びてきたようなもんなんだから！　そもそも、あんたに義を尽くす必要なんてないわよ！　私がお貴族様だなんて絶対にありえないわ！　本当にありえないんだから！　証拠見せなさいよ、証拠！」

「やれやれ、そう言うと思った。じゃあ、お前に証拠とやらを突きつけてやるよ」

　ヒートアップしているヴィオラと違って、ライナーは淡々と受け流してくる。

「出せるもんなら、出してみせなさいよ！」

　すると、彼の長い指がすっとヴィオラの胸を指差してくるではないか。

「何!? 　あんた、さっき人に指さすなとか言っておいて、自分が指さしてるじゃない!?　しかも、胸!?　超絶ありえないんですけど！」

　すると、ライナーが心底げっそりした表情を浮かべながら告げた。

「お前の左胸」

　ヴィオラは相手の発言に衝撃を受けた。目を見開くと同時に、思わず自身の両乳房を両腕で覆ってしまう。

「いやあ、気持ち悪い！　変態！　もう嫌！」

　それまで静かに努めようとしていたライナーだったが、堪忍袋の緒が切れたのか、眉尻を吊り上げて小動物を威嚇する獣のような眼光をしながら、大きな声で話はじめる。

「ああ、もうっ、騒がしい女だな！　良いから話を聞けっての！　話が進まないだろうが！　これ以上騒ぐなら、大声でお前の身体の秘密を暴露するぞ！」

　ヴィオラは一瞬だけピタリと口を閉ざした。

「な、な、な、私の身体に秘密なんて……」

　正直に生きてきたせいで嘘を吐くのが苦手なため、モゴモゴと口ごもってしまった。

（何なのこの顔はやたら良い騎士様は、どうして私の左胸の秘密を知っているって言うの……!?）

　自分しか知らないはずの秘密を、初対面の騎士が知っていることに、なんとなく潜在的な気持ち悪さを感じてしまった。先ほどの破落戸以上に警戒しながら、きっと相手を射抜くように見つめる。

　また冷静さを取り戻したライナーが冷静に指摘してきた。

「……お前、左胸の上側にバラの形の痣があるだろう？」

「なんであんたがそんなこと知ってるのよ！　のぞき！　痴漢！　変態！」

「うるさいって言うのも言い飽きたな。伯爵のじいさんがそう言ってたんだよ。伯爵家の娘には代々受け継ぐ痣があるって。恨むなら俺じゃなくて秘密を漏らした母親にしな。あともう一つ、あんたの胸にぶら下がっている銀のペンダントだが──」

「何？　私が生まれた時から持ってるこれが何だって言うのよ？」

　いつの間にか彼の大きな手がヴィオラの首に下がっている黄金のロケットペンダントに伸びてきていた。思わず後ずさったヴィオラだったが、ライナーの手の方が少しだけ早くロケット部分を掴むとパチンと開いた。

「ちょっと、勝手に何するのよ……!?」

「中に刻まれている指輪の刻印、紛れもなくコールネル伯爵家の家紋だ」

「なんですって？　じゃあ、本当に……？」

　ヴィオラは思わず眉を顰めてしまった。ぎゅっと拳を握ると、わなわなと震えはじめる。

「じゃあ、私が伯爵の孫娘だっていうのは事実だっていうの？」

　今度はパチンとロケットが閉まる音がすると、シャラリと首元に戻ってきた。

　ライナーが掌をこちらに向けて喋りかけてくる。

「ああ、何度も言うが、そうなんだよ」

「でも……っ」

「俺はおかしな類の嘘はつかない」

「そんなこと言われたって……！」

　そこでヴィオラは、はっとしてしまう。

　相手の碧の瞳を見れば真摯な光が宿っていて、どんどん鼓動が落ち着かなくなって視線が離せなくなった。

（あ……）

　なんだろう。異性に見つめられるのが初めてだからか、田舎育ちで耐性がないのか。単純に自分が貴族だったことが衝撃過ぎて困惑しているだけなのか。

「まあ、仮にお前が孫娘じゃなかったとしてもだ。公爵との婚約も二の次で良いから、とにかく伯爵に一度だけ会ってほしいんだ」

　超絶美形の騎士から縋るような瞳を向けられると、年頃なのでドキドキしてしまう。きっと同じ年ぐらいの女性たちならば、ここぞとばかりに絆されて頷いてしまっているところだろう。そんな風に考えている自分のことを見透かされたくなくて、ヴィオラはふいっと顔をそらした。

「嫌よ」

　すると、相手の大きな掌がヴィオラの華奢な肩におもむろに乗っかってきたかとおもえば、ライナーの方へと顔を強引に向かされた。

「頼む、後生だ。一回で良いから！」

　ライナーがあまりにも一生懸命なので、ひとまず話を聞こうとしたが、なんとなく素直になれないで、誤魔化すように問いかける。

「それで？　私の祖父だとかいう伯爵様に会って、私に何の得があるのよ？」

「得って、情がない女だな」

　ライナーが不機嫌そうに顔を歪めた。

「仕方ないでしょう？　物心ついた時には母親は死んじゃってて、孤児院に入ってたのよ。私からしたら知らないおじいさんなんだから」

「だが、あのじいさんの肉親はもうお前しか残ってないんだよ。ただでさえ人嫌いで偏屈で堅苦しいじいさんなんだから」

「そんな悪印象受けそうな情報渡されたら、ますます会うのが怖いじゃないのよ？」

「今のは言葉の綾だと言いたいが、本当にそんなじいさんなんだよな。ああ、他の言い回しにしときゃあ良かった」

　しまったと言わんばかりに顔を歪めて、ライナーはガシガシと頭をかいている。

（本当に嘘が吐けない感じの騎士様みたいね）

　そう思わざるを得ないぐらい目の前の美青年はコロコロと表情を素直に変える人物だった。そうして、しばらく考えこんでいた様子だったが、おもむろに正面を見据える。ポンと掌を打ったかと思うと、パチンと指を鳴らす。

「よし、これだ！　これを聞いたら、お前も俺についてきたくなるはずだ」

「何よ、騎士様、私をそう簡単に懐柔できると思わないことね。せっかくだから聞いてあげるわ、どうぞ？」

　すると、にやりと口の端を吊り上げながらライナーが告げてくる。

「肉一年分、孤児院に送るから」

「え!?」

　思いがけない贈り物の話を聞いてヴィオラはごくりと喉を鳴らした。

　孤児院の育ち盛りの少年少女が一年間食に困らないというのは、とても良い条件だ。

　だが、そう簡単についていくわけにはいかない。

　ヴィオラは伺うような視線をライナーに向ける。

　彼の騎士団の衣服には国王陛下から武勲を授かった際に送られる希章が光っている。

「ふうん、わりと偉そうな地位についている騎士様みたいだけれど……それだけなの？」

「は？　それだけってセコイ女だな。だったら、パン一年分食べられる小麦を追加してやる。どうだ？」

「んん、まだ惜しいわね」

「せっかくだから、孤児院の借金返済の足しになるよう農作業とか手伝ってやるよ」

「本当に？」

「本当だ」

「ええっと、もう一声欲しいわね！」

　調子に乗ったヴィオラがやいのやいのと手を叩いた。

　すると、ライナーが声を張り上げる。

「……こうなったら、俺が孤児院の経営をしてやる！　どうだ!?」

「ええっ、まさかの!?」

　騎士をしているだけの人物に孤児院の経営など務まるものだろうか？

　ヴィオラは胸の内で唸った。

（追い払おうと思って無理難題を言ったのに、まさかそれにも食いついてくるなんて）

　いくらなんでも、かなりの資金が必要だろうし、さすがに孤児院の経営は無理だろう。だが、快活でわりとノリも良さそうな男の人だ。借金返済のための農作業なんかは手伝ってくれそうな雰囲気もあり、軽薄そうにみえるが、こちらに対して真摯に向き合ってくれようとしてくれているのが分かる。

（本当に嘘はつけなさそうな人だものね……）

　姿勢を正したライナーはまっすぐにヴィオラを見つめてきた。

「頼む。伯爵のじいさん、どうにかしてお前に会いたいって言ってるから、早く会わせてやりたいんだよ」

「どうして早く会わせたいのよ？　っていうか、あんた公爵家に仕えているって言ってなかった？　伯爵様とどう関係があるっていうのよ？」

　すると、ライナーが寂寥感を漂わせながら告げる。

「じいさんには恩義がある」

「恩義……？」

「ああ」

　さすがに初対面のヴィオラには具体的な内容までは告げてはこなかった。

　そうして、ライナーは憂いを帯びた声音で続けた。

「医者の見立てだと、じいさん、もうすぐ死ぬんだ」

「え……？」

　見知らぬ人物であるが、誰かの死期が近いことを告げられ、ヴィオラの心は揺れ動いた。

「そんなに寿命は長くないと医師から告げられている」

　ドクンドクンと心臓がなんだか重苦しい音を立てた。

　唯一の肉親かもしれない伯爵。

　今断れば、もう二度と生きた状態では会えないかもしれない。

　それにそもそも、今際の人物が自分に会いたいと言っているのに断るのは悪い気がした。

（このライナーって人も、正直者の鑑って感じの男の人だし）

　ちらりと美青年騎士の美しい顔に目をやる。

　どことなく都会的な雰囲気のある人物だが、純朴そうな一面を持った不思議な魅力のある人物だ。

　なんとなく詐欺師などの類ではないだろう。

（ちゃんと王家の騎士の制服を着ているわけだし、身分ははっきりしているわ）

　もし万が一騎士団所属者でないものが制服を纏っていたら厳罰に処せられる。

　ヴィオラはぐっと拳を握りしめ、ライナーのことをまっすぐに見据えると、瞳に光を宿しながら告げた。

「分かったわ。私の祖父だっていう伯爵様のところへ向かう。ライナー、案内してくれる？」

　すると、花が咲いたかのようにライナーの顔がぱあっと明るくなった。

「良かった、それじゃあ、早い方が良い。さっそく伯爵家に向かうぞ。ついてきてくれ！」

　ライナーがヴィオラの手をきゅっと握ってくる。相手の掌にすっぽりと包み込まれてしまい、心臓がトクントクンと高鳴った。

（あ……）

　手を繋いでいることに気付いてしまうと、途端に恥ずかしくなって顔が真っ赤になっていく。そんな自分を悟られたくなくて、つっけんどんな調子で返した。

「……ちょっ、あんた、未婚の女性の手を軽々しく触るんじゃないわよ！」

「うわっ、一応未婚のご令嬢だったな、悪かった、すまない……！」

　数多くの女性にモテていそうな男の人に見えたが、自分の振る舞いに気付いたのか、なぜだか顔を真っ赤にしていく。

　そんな相手の姿を見ると、ますます恥ずかしくなってしまった。

「とにかく、案内するから行くぞ」

「わ、分かったわ……！」

　かくして、孤児院出身のヴィオラは、王国騎士ライナーに連れられて、見ず知らずの祖父・伯爵の元に向かうことになったのだった。
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　連れてこられたのは、田舎から小一時間ほど馬車に揺られた先にある伯爵家の避暑地だった。

　やや風が強い高原の上に立つ別荘へと、ヴィオラとライナーは向かう。風がざわざわとざわめく中、二人して無言だった。

（色々と聞きたいことはあるけれど……）

　ライナーの広い背中を見ていると、ぼんやりと父親のことを思い出した。

（お父さん、相変わらず飲んだくれているのかしら？）

　ヴィオラの父はまだ生きている。けれども、ヴィオラの母が亡くなる直前、ヴィオラと母の前から姿を消したのだった。とはいえ、物心ついたかつかないか位の話で、母親の顔なんて覚えてすらいないし、なんとなくそうだったなという程度の記憶である。父からはなんとなく一緒に遊んでもらった記憶はあるし、大きな背中に乗って遊んだこともうっすらと覚えてはいるものの、最後は酒に溺れて世迷いごとを宣っていたような記憶しかない。

（そんなダメなお父さんと、むかつくとは言え騎士のライナーを一緒くたに考えるのは良くないわね）

　ヴィオラはそんなことをぼんやりと考えながら、坂道を歩んだ。深窓のご令嬢ならば、根を上げてしまいそうな急な傾斜に差し掛かる。

（いくら母親が貴族でも、しょうもない父親の血を私は引いてしまっている。そんな人間がこれから貴族になれることなんてあるのかしら？）

　子どもは両親を選んで生まれてくることはできない。だからこそ、地に足をつけて生きていく道を選んできたし、分不相応なことは望んでいない。けれども、これからは伯爵令嬢として生きていく可能性だってあるのだ。

（私に本当にできる？）

　なんとはなしにライナーに着いてきてしまったが、少しだけ覚悟が足りなかったかもしれないと思う。

（祖父である伯爵様は、私のことを下賤の民だって言って、孫だって認めてくれないんじゃないかしら？）

　わざわざ誰かに否定されに向かうような趣味はない。

（ライナーの言い回しなら、私を毛嫌いしてくるようなおじいさんではないのかもしれないけれど……だけど、欲深いじいさんなんじゃないかって、どうしても考えちゃうのよね。私を公爵様の婚約者にしようとするぐらいだし……年を重ねてもギラギラしてるおじいさんを想像してしまったじゃない……！）

　ヴィオラの中で、祖父に対しての悪しき想像だけが、どんどん膨らんでいく中、ライナーが声を上げた。

「ああ、もう着くぞ」

　物思いに耽っていたヴィオラだったが、その声を聴いて、はっと正面に向き直った。

　とても広大な別荘。だだっ広い壁は白い漆喰に覆われており、淡く上品な色彩の花々が花壇には咲き乱れている。

　花たちに歓迎されながら、二人は前に進んだ。

（ここが伯爵様の別荘なの？　孤児院の五倍以上の広さはあるわね）

　ヴィオラはついキョロキョロしてしまった。

　伯爵の別荘も築年数はある程度経っていそうではあるが、建物としての体裁は風前の灯火と言わんばかりの孤児院とは比べ物にならないほどに風情に溢れている。

　視線を移せば、入り口に当たる扉が開け放たれていて、ちょうど一枚の絵画が見える。

（あれは……）

　飾られていたのは、ヴィオラそっくりな女性とその父親と思しき初老の人物の肖像画だった。

「ねえ、もしかして、あれって」

「ああ、お前の母親だよ。伯爵の一人娘、チェルシーだ」

　やはりそうかと思って納得がいった。それほどまでに私と母親は瓜二つだったからだ。

　青みがかった流麗な黒髪に、海のように美しい青い瞳。

　ほとんど顔など覚えていないはずなのに、思わず涙がこみあげてくる。だけど、人前では泣きたくないからと、拳で瞳を拭ってなんとか堪えた。

　そうして、隣の初老の人物の面立ちは、なんとなく母親と雰囲気を同じくしていた。

「じゃあ、あれは私の……」

「そうだ、あの頑固そうなじいさん……まあ、あの絵は若い頃のものだが……お前の祖父である伯爵だ」

　描かれている伯爵は灰色の髪色をしており、きりりとした瞳と威風堂々とした顔立ちに威厳のある髭を蓄え、身なりもきちんと整えており、厳格そうな人物であることがうかがえる。

「……私、本当に伯爵様の孫娘なのね」

　ヴィオラは思わずごくりと唾を飲み込んだ。知らぬ間にきつく握りしめていた拳には、じわりと汗が滲んでいる。

「ずっと言っているが、そうだ」

　ライナーに対して、もはや異論の余地もなかった。

「さあ、行くぞ」

　そうして、先を歩くライナーに続く。屋敷の中に入るものだと思っていたが、中には入らずに、脇を抜けて裏口へと向かう。偶に愛らしい野草が生える小道を進むと、途中、使用人たちとは出くわすことなかった。そのまま木々に覆われた場所へと侵入していく。

「ねえねえ、伯爵様はここで療養しているの？」

「ああ、そうだよ。こっちに来てくれ。いつもここで日向ぼっこをしているから」

　ライナーに促されて着いた先は日当たりの良いバルコニーだった。

　ゆりかごのような椅子に白髪の老人が座りこんでいる。

「おい、伯爵のじいさん、会いに来たぞ！」

　すると、その背めがけてライナーが喜々として声を張り上げた。

（公爵家に仕えるだけの騎士のはずなのに、恩義があるはずの伯爵様に対して偉そうな態度をとる男の人ね）

　そんなことをついつい思いながら、転寝をしている老人の元へと二人して向かう。

　我々の様子に気付いた老人が、椅子の上で一度座りなおした。しゃきりと背筋を伸ばした姿は先ほど見た絵画と同一人物であると容易に想像させた。灰色から白髪に変わってしまった緩やかな髪が、風にそよそよと揺れ動く中、しゃがれた声が響いた。

「おやおや、今日も来たのか、騎士のはしくれや。おや、誰かレディが一緒かな？」

　想像よりも軽妙な話口調の老人である。

　老人が皺の目立つ瞼をゆっくりと持ち上げる。すると、ヴィオラとばっちり目が合うではないか。初対面のはずなのに、どことなく懐かしさを感じさせる優しい瞳に、ヴィオラの鼓動は自然と速くなっていく。

　同じ頃、老人が瞠目したかと思うと、戦慄きながら立ち上がった。揺り椅子が反動でギイギイと振り子のように動いた。

「ああ、チェルシー、チェルシーじゃないか！」

「チェルシー？　私の名前は──きゃあっ……！」

　感極まったまま、老人はヴィオラにガバリと抱き着いてきた。突然のことに驚いてしまい、ヴィオラの体は強張ってしまう。

（何、どうしたら良いの……？）

　戸惑いを隠せないでいると、ライナーが耳打ちをしてきた。

「ほら、忘れちまったのか？　チェルシーはあんたの母親の名前だ」

「ええっと……？」

　またもやヴィオラは目を見開いた。

　どうやら伯爵は、娘と孫娘とを間違っているらしい。

「すまない、儂が悪かったんじゃ。お前の幸せを見誤っていたんだよ、帰ってきてくれありがとう、本当に良かった、良かった……」

　切々とした声で老人に訴えかけられた。

（ああ、これは……）

　見ず知らずに近い両親。

　物心ついた時には孤児院にいて、幼少期の記憶はほとんどない自分。

　だけど、母親は本当は貴族のご令嬢で……。

　つまるところ、何か事情があるのだろうと道中うすうす思っていたのだが──

「チェルシー、駆け落ちしていなくなってしまって、本当に心配していたんだ。あの騎士との結婚を許してやるから、皆で仲良く暮らそう。お前の可愛い孫を儂にも見せておくれ」

　老人の瞳には涙が浮かんでいた。強く強く抱きしめられてしまったヴィオラだったが、彼の身体がわなわなと震えているのに気づいてしまった。

（伯爵様が、母さんと父さんのこと、ものすごく後悔しているのが分かる……）

　振り解けずにいたヴィオラは、老人が落ち着くまでの間、震える背をポンポンと叩いた。落ち着いてきた頃に、そっと身体を引きはがす。

「ねえ……一度離れてもらえますか？」

「チェルシー、やはり儂を許してはくれないのか？」

　ライナーが、悲しげに訴える老人とヴィオラの顔を交互に見た後、心配そうにヴィオラに耳打ちしてきた。

「おい、あんまりじいさんを傷つけるようなことは謹んでくれよ。俺がちゃんと、じいさんの説明をしてなかったのが悪かったが、俺としては娘によく似たお前に会ったらじいさんが元気になるって思ってだな……」

「はいはい」

　ヴィオラは、犬を振り払うような動作をライナーに向かっておこなった後、彼の小言はそこそこに聞き流しながら老人に向き直る。震える枯れた手を両手で包み込み、老人の泣きはらした目を覗き込みながら、ヴィオラはまっすぐに伝えた。

「許してくれてありがとうございます、お父様。私もお父様とまた会いたかった。これからは、みんなで一緒に幸せに暮らしましょう」

　すると、感極まった老人の瞳から大粒の涙が零れる。

「チェルシー、ありがとう、チェルシー」

　そうして、ヴィオラは伯爵に再度抱きしめられる。

　そんな二人の姿を見たライナーの視線が揺れ動いているとは知らず、ヴィオラは伯爵の娘のフリを続けることにしたのだ。
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　しばらくすると伯爵が再び転寝をはじめたため、ヴィオラはライナーと一緒に一旦その場から離れることにした。

　日差しの下に出ると、先ほど以上に日差しが眩しく感じて目に滲みる。

「う～～ん、高原は日差しが高いのね、あんまり来たことなかったから知らなかったわ」

　なぜだか妙にすがすがしい気持ちがして、ヴィオラはうんと背筋を伸ばした。

　今度は彼女の後を着いてきていたライナーが、ポツリと口を開いた。

「意外だった」

「え？」

　ヴィオラは思わず相手の方へと振り返った。

「お前はただの馬鹿じゃないんだな」

「は？」

　剣呑な声を上げかけたヴィオラだったが、ライナーが決まり悪そうな表情をしていたので、それ以上詰め寄るのは止めた。彼の碧の瞳がまるで海のように揺れ動いている。相手の真摯な眼差しを見つめていると、ヴィオラの胸はトクンと高鳴った。

「その場の状況を見て、伯爵の娘のフリしたり、機転が利くんだなって思ってな。さっきは悪かった、猿とか馬鹿呼ばわりして……」

　素直に謝ってきたライナーを見て、ヴィオラは一瞬だけ面食らってしまったが、肩をすくめながら返した。

「別に謝らなくて良いわよ、馬鹿なのは本当だし。それに、私の方こそ、貴方がそんな風に言ってくるとは思わなかったわ」

　それだけ伝えた後、くるりと前へと向き直る。

（何よ、あれだけ減らず口を叩いてきてたくせに、急に殊勝になったり態度を変えてくるなんて反則じゃない……！）

　ヴィオラはなぜだか真っ赤になる顔を相手に見られないようにと必死だった。

　鼓動がやけに速くなって落ち着かない。

「いいや、お前が魅力のある女性だって、よく分かったよ」

　背後にいるはずのライナーが屈託なく微笑んでいるのがなぜだか分かってしまって、ますます気持ちが落ち着かなくなる。

（急に褒めるのもダメよ、子どもたち以外の男の人に褒められたためしがないんだから……！）

　動揺する気持ちを落ち着けつつ、ヴィオラが馬車のステップに足を掛けようとしていたら、畳みかけるようにライナーが声をかけてきた。

「それとだ。お前が生家に当たる伯爵家に戻って、ライオネル公爵家と正式に姻戚関係を結ぶつもりなら、傾きかけた孤児院経営も本気でおこなうつもりだ」

「え？」

　急に何を言い出したのだろうか？

　ヴィオラは改めてくるりと振り向くと、パチパチと瞳を瞬かせた。

「ああ、さっきの冗談の続きね。お肉とパン一年分と農作業の手伝いだけで十分よ。さすがに一介の騎士様に対して、孤児院の経営の援助のことまで期待はしてないから」

「もちろん、全部やるつもりだ。俺に二言はない」

　あまり人の厚意に慣れていないこともあるし、うまい話には裏があるのが付き物だ。

　警戒したヴィオラはライナーに向かって問いかけた。

「そもそもなんだけど、なんで元々公爵家に雇われていただけの騎士様のあんたが、資金援助の話をしているのよ？　貴方には何のメリットもないじゃない？　貴族に仕える騎士様ってそんなにお金儲けてるの？　知ってたら、私も女騎士を志願してたんだけど？」

　その時、なぜかライナーがぎくりとした。

「ええ、ああ、ええっと、この件に関してはライオネル公爵が俺に色々任せてきてだな……それと、資金援助や経営に関しては、俺じゃなくてだな、ええっと、お前の婚約者の公爵がやるっていう話だよ」

「ああ、あんたの冗談とは別にってことね。びっくりした」

　きょとんとしたヴィオラだったが、元の真顔に戻ると、とりあえず帰りの馬車の中へと入り込んだ。御者を除いて二人乗りの車体のようだ。ヴィオラが腰をかけると、背後からついてきたライナーが隣にドカリと座り込んだ。どうしても大人二人だと手狭なため、相手と密着するような格好になって気恥ずかしい。

　しばらく二人して無言だったけれど、ヴィオラは思い切って相手に声をかけることにした。

「ねえ、あんた、ここに来る前に見たでしょう？　孤児院見てどう思った？」

「え？　古い建物だなって」

　あっけらかんとした態度のライナーを見て、ヴィオラは思わず目を見開いた。

「それだけ？」

「ああ、それだけだが……なんで、そんなに言ってくるんだよ？」

「汚い子どもたちに対して近寄るなだとか、人間以下のごみクズだとか、そんなことは思わなかったの……？　あんた、騎士ってことは、そこそこの地位をお持ちなんでしょうし」

「ん？　なんで同じ人間に対して、そんなことを思うんだよ？　だいたい、身分制度ってのは、弱い立場の人間を虐げるためにあるわけじゃない。どうしても力を持った人間というのは一定数いる。そんな強い奴らが弱い人間を守るため、責任を取るために高い身分についているに過ぎないんだよ」

　ライナーは、眉を顰めて怪訝な表情でヴィオラを見てきた後、顎に手を当て考えに耽りはじめる。

　なんだか難しい言い回しをする男の人だが、なんとなくヴィオラは悪い気はしなかった。とはいえ、素直にそれを表現するのはなんとなく気恥ずかしい。

「お坊ちゃん育ちの騎士様みたいね？」

「は？　お前、俺のことを馬鹿にしてるだろう？　まあ、一応貴族出身ではあるが……」

「バカにしてるのは、お互いさまでしょう？　それにしたって、やっぱり貴族なんだ……」

　ヴィオラは伏し目がちになりながら続ける。

「あんたは貴族だけれど、他の人とはどうも違うみたいね」

「どういうことだ？」

　ヴィオラは片眼をパチリと瞑りながら続けた。

「貧乏人だからって舐めた態度で来る貴族も多いのよ。だけど、あんたは馬鹿にはしてくるけれど、なんていうか同じ土俵で話してくるわね、こう、なんていうか、馬鹿だって言ってくる私相手に馬鹿になれるっていうか」

「お前、俺に向かって馬鹿とは失礼な女だな」

「ほら、そういうところよ」

　不機嫌を隠すことなく口を尖らせ訴えるライナーに対して、ヴィオラは肩をすくめて返した。

「そういえば、あんた、私の婚約者とかいう公爵に仕えている騎士様なんでしょう？」

「……ああ。まあ、そうだな」

　ライナーはなんとなく歯切れが悪いまま続ける。

「お前が伯爵家に令嬢として戻るんなら、お前は……ライオネル公爵の婚約者になってもらう予定だ。だが、伯爵家に戻らないっていうなら、その話もなくなるし、戻ったところで、お前の意思は無視したくないし、そもそも、花嫁教育が嫌すぎて逃げだす可能性もあるわけだし」

　ヴィオラはライナーをぎろりと睨みつけた。

「女の覚悟を舐めないでよね。唯一の肉親であるおじいさんや孤児院の件もあるし、伯爵家には居座らせてもらうつもりよ。ちゃんとした貴族になれるかは分からないけれど」

「怖い女だな」

「たまに言われるわ」

　たじたじしていたライナーに向かって、ヴィオラが問いかける。

「ねえ、公爵様は優しい人なの？」

「え？」

　またもやギクリとした様子のライナーだったが、彼が返答するのをじっくり待つことにする。

　すると、やや遠い目をしながら、ライナーが答えた。

「……公爵は……俺の幼い頃からの友人だから、俺ぐらいには優しいと思う」

「貴方、友だち思いなのね。じゃあ、見た目はカッコいいの？」

「え？　ああ……公爵は……俺の幼い頃からの友人だから、俺ぐらいにはカッコいいと思う」

「さっきから何なの、念押しみたいに何回も友人だとか強調して」

「ええっと、だな……友人……だから、こう、ちゃんと説明しようとすると……」

「あんた、公爵様と仲が良いのね」

　こちらをなかなか見てこないライナーの様子を見て、ヴィオラは嘆息した。

（なんだろう、こいつ、分かりやすい奴ね……何かを隠してるようだし……もしかして、公爵様っていうのは、なんとなく訳ありな人なのかも？）

　けれども、類は友を呼ぶというし、善人なライナーの親友なのなら、多少変人でも良い人な気がする。

「まあ良いわ。公爵様が優しくてカッコいい人だって分かった。だったら……」

　これは絶対に聞いておかないといけない。

　ヴィオラはきりりとした顔になると、ライナーのことを真正面に見据えた。

「私、小さい頃から夢があるの。ささいだけれど、結構ハードルが高い夢」

「急にどうした？」

「まあ良いから聞きなさいって。結婚に至るまでの過程はどんな始まりでも良いのよ。急に空から降ってきてくれても良いし、酒場で出会っても良いし、なんならお見合い結婚でも良い。だけど、私にはとびっきりの願いがあるの」

「なんだ？　どんなおかしな出会いだったとしても、お前も他の女たちみたいに、身長高くて腕っぷし強くて顔も良くて金持ってる男が良いって言うのかよ？」

　うんざりした調子でライナーが眼を眇めながら訴えてきた。

　けれど、そんな彼に向かって、ヴィオラはきっぱりと告げる。

「違うわ。どんな不細工でも性格がねじまがってても貧乏でも何だって構わない。私は、私のことだけを好きだって言ってくれる男の人と……生涯たった一人だけの人と添い遂げたいの」

　すると、ライナーが驚いたような様子で私を見ていた。

　碧い瞳が波のように再び揺れ動く。

「意外だな、割と軽いノリで男をとっかえひっかえするようなタイプかと思ってた」

「そういうこと女性に向かって正直に言って、あんたモテないわよ？」

「は？　俺は結構モテるんだよ！」

「自分でモテるっていう男の人に本当にモテてた男の人はいないわよ」

　ムキになって訴えてくる美青年騎士のことをヴィオラは軽くあしらった。

（なんだろう、この人と話すと飽きないわね）

　思いがけずクスリと笑ってしまったら、なぜだかライナーから熱っぽい視線を感じてしまい、ヴィオラの心臓がドキンと高鳴った。

（異性に免疫がないせいよ……私の婚約者はライオネル公爵様なんだから。この人は旦那になる予定の人の親友）

　咳ばらいを一度すると、ヴィオラは問いかける。

「あんたの大事な親友の公爵様は、私だけとちゃんと添い遂げてくれるような人なの？」

　すると、ライナーはしばらくだんまりになったかと思えば、なぜか赤くなったり青くなったりした後、ヴィオラと同じように咳払いして真剣な声音で告げてきた。

「そうだな……ええっと、お……じゃなくて、公爵も一人の女性と添い遂げたいと考えるような男だ」

「そうなの」

　貴族の中には女性を侍らせるのが好きな者もいるが、ライオネル公爵は真面目な男の人のようだ。

　しばらく考え込んだ後、ヴィオラは返事をする。

「だったら、あんたの要求を呑むわ、私」

「え？」

　聞き返してきたライナーに向かって返す。

「だから、公爵様との婚約に真面目に向き合うって言ってるのよ」

「貴族の暮らしは大変だぞ、お前にその覚悟があるのか？」

「んん？　最初はやたらと公爵様との婚約を勧めてきてたくせに、おかしな奴ですこと。何、もしかして、私の魅力に気づいちゃった？」

「は!?　いや、まあ、そうだが、違う……！　ええっと、ああ……」

　相変わらず困った様子のライナーを見て、ヴィオラはなんとなく悟った。

（公爵様っていうのは、よっぽど変人なのかしら？）

　色んな女性に振られてばかりのライオネル公爵を親友だからとヴィオラに勧めたものの、本当に勧めて良かったのかと後悔しているといったところだろうか？

　そんなライナーに向かってヴィオラは決意を告げる。

「まあ、良いわよ。そもそも、私しかいないんでしょう？　伯爵家の跡継ぎになれるのは？　それに、跡継ぎになったら、公爵様も支援してくれて、孤児院も守れる、一挙両得じゃない？　それなら全部を守れる選択をするわ」

「だとしても……！」

「孤児院の支援をしてもらうっていうのに、婚約者は辞退するとか責任感のないことは言わないつもりよ。だから、伯爵家に戻っておじいさんのお話し相手になって、ちゃんと令嬢としての教育を受けて、変わり者の公爵様と婚約するわ」

　潔く告げたヴィオラに向かって、しばらく黙ったままのライナーだったが、一度目を瞑るとゆっくりと瞼を持ち上げて、真剣な眼差しで告げた。

「お前の覚悟は分かった。だから、俺も覚悟を決めよう」

「……？　なんで、あんたが覚悟を決めるのよ」

「えっ!?　ああ、そうだな。ええっと、お前……」

「ヴィオラよ、ライナーさん」

「ヴィオラが俺の……親友の奥さんになるかもしれないわけだし……それなりの覚悟が……」

　明後日の方を見ながら、ライナーは答えた。

「あんた、もしかして、ライオネル公爵に恋してるパターン？」

「は？　俺は男色家じゃないっての！」

「だってさ、最初は婚約者になれなれ言ってたのに、急になんか気になる態度をとるもんだから、てっきりそうかと思っちゃった」

　しどろもどろになっているライナーを見ながら、ヴィオラはくすくすと笑った後、前方を見据える。

「さて、新たな人生のはじまりね！　孤児院に戻って準備をするわ！　さあ、私を伯爵家に連れていってちょうだい、ライナー！」

　晴れやかな未来を想像して前に向かって指を差したヴィオラだったが──

「だったら……」

　突如、ライナーの声が重々しいものへと変わる。

「え──？」

　ヴィオラの視界が反転した。

「きゃあっ……！」

　気づけば、馬車の中、突然相手に押し倒されてしまっているではないか。

「何よ、そんなに馬車は揺れてなかったでしょう？」

　軽口を叩いたヴィオラだったが、見上げた先にあるライナーの顔は至極真剣な表情だったため、一瞬だけ言葉を失ってしまう。

「ええっと、ふざけないで、ほら、どいてちょうだい」

「いいや、ダメだ」

「え……？　きゃっ……！」

　ライナーの大きな手がドレスのスカートをたくし上げたため、ヴィオラの両脚が太ももまで露わになってしまった。動揺しておかしな声が出てしまう。

「ライナー、ちょっと何するのよ！　ひゃあっ……！」

「お前がちゃんと貴族の嫁に相応しいかどうか確かめさせてもらいたい」

「え──？　それは……」

　困惑する彼女に向かって、彼が言い放つ。

「純潔かどうか、今ここで確かめさせてもらう」

　がたがたと揺れ動きはじめた馬車の中、ヴィオラに衝撃が走ったのだった。
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　馬車の大きな揺れに負けじとヴィオラは叫んだ。

「ちょっと待ちなさい！　ライナー！」

「何度も言わせるな。ヴィオラ、お前がちゃんと純潔かどうか確かめさせてもらう」

　ヴィオラに圧し掛かってくる柔らかな重みとは裏腹に、ライナーの声音は重たいものだった。こちらの覚悟を確かめるかのように、凛々しい瞳に真摯な光が宿る。

「男性経験ないんだから、純潔に決まってるでしょう!?」

「それを証明してもらいたいだけだ」

　ライナーの大きな手が太ももを大きく撫ぜる。

「あんた、ライオネル公爵とやらの親友なんでしょう!?　親友の婚約者にこんなことして良いわけ……きゃあっ……」

　ライナーの両手がヴィオラの太腿を割り入り、両足を左右に大きく拡げてきた。

「最初に話さなかったか？　お前の件に関しては俺に全て一任されている。公爵家に純潔じゃない女を迎えさせるわけにはいかない。仮に純潔じゃなかったんだとしたら口封じの色々を考えないといけないからな」

「口封じの色々って何よ」

「公爵夫人の過去に色々おかしな噂が立つのは避けたいんだよ」

「一人に添い遂げたいんだから、もちろん純潔に決まってるでしょう!?　おかしな噂だって立たないわよ！　そもそもあんたが触るのはいいわけ!?　やあっ、くすぐったいから、やめて！」

　脚の間にうずくまってきたライナーの唇が太腿の上を這い始めた。

　彼の青みがかった赤髪をぎゅっと握って抵抗しようとしたが、相手の力が強くて、翻弄されるがままになってしまう。

「ひゃあんっ……さっき、せっかくあんたのこと見直したのに、結局は貴族とか平民とか気にするような、しょうもない奴なんじゃない！　っあっ……」

「……こうしている……目を離した隙に他の男に色々されるのは好きじゃないからな……」

　ライナーの熱を孕んだ吐息が太ももをくすぐってくるので、ヴィオラの身体は堪らず跳ね上がる。

「全然意味が分かんない。んんっ、もう、止めてったらっ……！」

　すると、脚の付け根からライナーの顔が一旦離れた。

「良かった……」

　ほっとしたのも束の間──上半身を起こしたライナーが思わぬ行動に出てきた。

「……ひゃあっ、そんなところ擦らないでっ……！」

　相手の指の腹がドロワーズの割れ目の部分を、何度も撫で擦ってくるではないか。

「んんっ……ああっ……」

　自分の声とは思えないような甘ったるい声が漏れはじめた。

　ヴィオラを見下ろしながら、ライナーが口の端を悪戯っぽく吊り上げる。

「きゃんきゃん吠えてたのに、急に声が愛らしくなったな」

「ちょっと、ああっ……そんなっ、おかしなことっ……んんっ、言わないでっ……」

「ああ、ここ、見つけた。下着の上からでも分かるぐらいに膨れ上がってる」

「何、言って……ああっ……」

　執拗に下着の上から芽を弄られていると、じわじわと布地が濡れてくるのが自分自身でも分かってしまう。

（何？　なんだか身体が変っ……！）

　だけど、身体は勝手にびくびく跳ね上がって、下の口からは蜜が溢れ出してしまう。

「下着が濡れてしまったな……さて……」

「何をっ……ひゃあんっ……！」

　ドロワーズを太ももの途中まで引き下げられた後、節くれだった長い指が隙間を縫って侵入してきて、花弁の間をぬるぬると蠢く。

「やんっ、ああっ、ダメだったらっ……そんな動いちゃっ……ひゃあっ……」

「ああ、うるさい馬鹿女だって思ってたけど、俺に触れられてる声は、気持ちが良さそうで意外に可愛いな」

「そんなおかしなこと言わないでっ……嫌だってばっ……んんっ……！」

　相手の言う通りだ。

　口では嫌だと言っているが、どうしようもない快感に抵抗ができないでいる。

　ついに指が直接秘所に侵入してきて、狭穴をいじりはじめた。

「やめてっ、痛いっ……んんっ……やめてったらっ……」

「ああ、ぎゅうぎゅう襞が絡みついてくるな……」

「いやだ、やめてっ……もうっ……！」

　すると、狭穴を拡げようとする動きが止まった。

「ああ、すまない、お前の言うことは本当だったみたいだ」

「分かったんなら、抜きなさいよ、指っ……！」

　ぬるりと指が引き抜かれたと思いきや、濡れ切った花弁の上に潜む秘核を硬い指の腹が撫でさすってくる。

「やあっ、何するのっ、そこっ、撫でないでっ……！　ああっ……」

「疑った詫びだ。気持ち良くさせてやるよ」

　剣蛸のできた指が一際気持ちが良い箇所を摘まんだり伸ばしたりと色々な刺激を与えられるたびに、腰から四肢にかけてビリビリとした快楽が駆け抜けていく。

「余計なお世話だってば！　んんっ……やあっ……！」

「お前は身体の方が正直みたいだな？　充血して膨らんで、気持ちが良さそうじゃないか？」

「……っ……！」

　内ももに力を入れて抵抗しようとしたが、それも無理で、両脚が勝手に弛緩してしまう。

　擦るか擦らないかの指遣いで芽を弄られると、びくびくと快感が駆け抜けていく。

「おかしなこと……言わないでって、言ってるじゃない！　ああっ……」

「あれだけ吠えてたのに、しおらしくなって可愛いじゃないか」

　指先で弄られていると次第に頭の中がぼんやりしていく。

　くちゅくちゅと妄りな水音が車内に響くたびに、女性の芯が疼いて仕方がない。

「ほら、気持ちが良いんだろう？」

「あっ、やあっ、あっ、あ……」

　どんどん擦るスピードが速くなり、相手の指遣いが気持ち良すぎて、何も考えられなくなっていく。

「ああ、もう少しだな……真っ赤に染まって気持ちが良さそうだ……」

「や、やだっ、何か、変っ……あ、あっ……」

　ふわふわとした浮遊感が襲ってくる。

　そうして──

「ひゃあっ、やめっ、ああっ……ああっ……──！」

　全身がびくびくと戦慄いた。愛蜜が溢れ、双臀の間を流れていく。蜜は座席をぐっしょりと濡らした。

「はあ、あ……」

　すると、ライナーが喜々とした調子で口を開く。

「ちゃんと純潔のようだな。ライオネルも喜ぶだろうさ」

　なんだか悔しくて、ヴィオラはつっけんどんに答えた。

「友達思いですこと……」

「まあ、な」

　このままだと負けたような気がして悔しいのでヴィオラはわざとらしく挑発した。

「あんたが私に単に触りたかっただけじゃないの？」

「お前、どういう思考回路をしてるんだよ!!」

「あんたの方こそ説明下手なんでしょ？　だってここで触られる理由がよく分かんないんだもん……」

「……っ……」

　なぜか顔を真っ赤にしたライナーが口ごもりながら伝える。

「ええっと、孤児院では確かめるのはまずいと思ったから……急に悪かった。すまない」




　そんなライナーの姿を見ていたら、なんだか意地の悪い気持ちになってきた。

「こんなセクハラまがいのことを貴族の花嫁になるための教育だって言ってされるのは女性としての尊厳を著しく傷つけられる気分がするわね……やっぱり公爵様との婚約はやめにしようかしら」

「え？　あ、待て、ちょっと、今のは俺が悪くってだな……！」

　しばらくの間、がたがたと馬車の揺れる音だけが響いていたが、なぜか座席の上で正座して頭を垂れた。

「頼むから、公爵家に嫁入りしてくれ、頼む！」

　わたわたして必死に懇願してくるライナーの姿を見ていたら、ヴィオラの溜飲が下がった。

（それにしたって、婚約をやめても良いって言ったり、婚約してくれって言ったり、慌ただしい男の人ね……）

「……反省してるなら許すわ」

　すると顔を上げたライナーの顔がぱあっと明るいものへと変わる。

「ありがとう、恩に着る！」

　そうして、乱れたドレスをなぜかかいがいしく整えてもらっていたヴィオラだったが、思いがけない台詞が、彼の口から飛び出してきた。

「ちゃんとお前が貴夫人になれるように、俺がお前のことを教育してやるから」

「なに、それって、どういう意味なの……？」

「それはだな……ああ、ほら、孤児院に着くぞ」

　だが、返答はもらえないまま、馬車は孤児院へ向けて駆け抜けていったのだった。







第二章 なんで婚約者じゃなくて教育係と同居なのよ!?








　数日後。

　孤児院でもろもろの準備を済ませて別れを告げたヴィオラは、母親の生家に当たる伯爵家で暮らすことになった。

　さっそく迎えに来た騎士ライナーと共に、馬車で屋敷の正門に来たヴィオラだったが、目の前の建物を見上げながら感嘆の声が吐いて出る。

「うわあ、すごい、別荘もすごかったけれど、ここの本邸はいかにもお貴族様のおうちって感じね……！」

「お前、そういう下げるような言い方しかできないのかよ？」

　溜息をつくライナーのことをヴィオラはじろりとにらんだ。

「何よ？　下げてなんかないでしょう？　思ったままを口に出しただけよ」

「ああ、そうだな、下げたわけじゃないか。品のない喜び方をしただけってやつだ」

「何よ、気に障る言い方ばっかりしてきて、さっさとどこかに行きなさいよ。お迎えありがとう。もう帰って良いわよ。しっしっ」

　ヴィオラは門前払いと言わんばかりに、ライナーのことを手で払う仕草をする。

　すると、ライナーが呆れたように溜息を吐いた。

「犬扱いしやがって、あのなあ、俺は一応お前の教育係なんだっての、分かってるか？」

「へ？　あんたが私の教育係ですって？」

　ヴィオラは目を白黒させる。

「そうだよ。俺がお前をちゃんとした貴族の令嬢にするんだ」

「そんなのお断りよ、だいたい男のあんたが私の何を教育するってのよ！　こ、この間みたいなのは、嫌なんだから！」

　話していたら気恥ずかしくなってしまって勝手に顔が真っ赤になっていく。

　すると、なぜかライナーまで顔を真っ赤にしはじめた。

「違う！　公爵に相応しい妻にするための花嫁教育だっての」

「花嫁教育……？」

「そうだ。代々公爵家に嫁入りする令嬢に対して、旦那になる予定の子息が花嫁教育を施すことになっているんだ。お前には貴族としての教育もプラスになるから、通常の花嫁教育よりもやることが多いがな」

「ふ～ん、そんな感じなんだ」

　そう言われれば、馬車の中で教育だと言っていた気もする。

「そうだ。お前は公爵家に連れて行くにはまだまだ庶民臭すぎる」

「庶民臭いって、勝手に連れてきておいて失礼ね！」

「仕方ないだろう？　貴族連中ってのは七面倒くさいやつらの集合体なんだよ」

「ふん、いじめでもしてこようもんなら、何万倍かにして返してやるわよ」

　すると、ライナーがこれみよがしに眉を顰めてきた。

「そんなことしたら、伯爵家と公爵家のどちらの顔にも泥を塗ることになる」

　やや深刻な口調で告げられると、一瞬怯んでしまう。

「……自分が色々言われるのはどうでも良いけれど、周囲が色々言われてしまうのはあまり好きじゃないわ」

「お前にしては珍しく殊勝な態度だな」

　ヴィオラはふんとそっぽを向いた。

「まあ良いわ、好きに教育してちょうだい」

「ああ、そうするとしよう」

　そう答えたライナーに対して、ヴィオラは素朴な疑問を投げかけた。

「それにしても……旦那様本人じゃなくてあんたが花嫁教育をするの？　貴族騎士様だから貴族教育を私にしてくれるんなら、話は分かるんだけど」

　すると、ライナーがギクリと反応した。

（ん？）

　気になる反応を示した気がしたが、やや片言になりながらライナーが告げてきた。

「そ、それはだな、ライオネル公爵から俺が色々と任されているからだ」

「本当は自分がしなきゃいけないことをあんたに押し付けて、よっぽど偏屈な人なのね、公爵様って」

「ええっと、ああ、まあ、そう、かな……？　一応今日、お前の顔は見に来るみたいだ」

「そうなの？」

　思いがけず婚約者である公爵と出会えそうだった。

　なぜか汗をかいているライナーを尻目に、ヴィオラは屋敷の門を叩いたのだった。

　すると、ちょうど初老の女性が立っているのが視界に入ったと思うや否や、ヴィオラはぎゅっと抱きしめられた。

「ヴィオラ様、お待ちしておりました。ライオネル公爵家のメイド長にございます。チェルシー様が帰ってきてくださったみたいで嬉しいですわ」

　急な出来事だったが、涙ぐむ相手からきつく抱きしめられると、なんだか悪い気はしない。

　そっと離れた後、メイド長がハンカチで涙に濡れる目元を押さえながら告げる。

「これから身支度なんかは私と孫娘であるキャシーがいたしますので、どうぞよろしくお願いします」

　メイド長の後ろには少女が立っていた。緩やかな亜麻色の髪を夜会巻きにしており、すらりと伸びた身長は神々しい女神のようだが大人しい性格のようだ。彼女はヴィオラのことを見ると、恥ずかしそうに頬を染めてぺこりと挨拶をしてきた。

「分かりました。メイド長、キャシーさん、よろしくお願いします。それにしても、公爵家のメイドさんが、どうして伯爵家にいるんですか？」

　すると、ライナーが答えてくれた。

「伯爵のじいさん、高原の別荘にいるだろう？　だから、もうこっちには使用人は住んでないんだよ。だから、花嫁修業の日中だけ公爵家からメイド長と孫娘のキャシー、あと何人かを連れてきてもらうことにしてるんだ」

　そうして、メイド長が離れて、その場にはキャシーを含めた三人になった。

　ライナーが玄関先にいるキャシーに向かってヴィオラを改めて紹介する。

「キャシー、とんだ跳ねっかえりだが、色々よくしてやってほしい」

「ええ、ライオネル様の婚約者様ですもの、誠心誠意を尽くしたく思います。貴方様のお眼鏡に適う御人で良かった。こんな愛らしいお嬢様を連れてこられるなんて思いもしませんでしたわ」

　キャシーはライナーに向かってクスクスと微笑んでいた。悪い類の笑みではないが、何やら含みがあるようで、ヴィオラの胸中はざわついた。

（何々？　なんだか二人は仲良しなの？　別にライナーが他の女性と仲良いからって気にはしないけれど……）

　少しだけモヤモヤした気持ちになりながら、二人のやりとりを見る。

　その時、玄関扉が開いたかと思うと、メイド長が声を張り上げた。

「ライオネル公爵様がいらっしゃいました」

「え？　まだ屋敷に着いたばっかりじゃない、もう来たの？　早すぎない？」

「俺たちが着くころに来られるようにって、俺が呼んでおいたんだよ」

　まさか屋敷に来てすぐに顔を合わせることになるとは……。

（まだ準備も何もできてないっていうのに……！　なんて余計なことをしてくれたの、こいつ……！）

　心の中でライナーに悪態をついていると、玄関扉がぎぎいっと開かれる。玄関内に眩い陽光が差し込みはじめた。

「失礼します。初めまして、ヴィオラ伯爵令嬢」

　とても丁寧な口調の優しそうな美青年が現れた。小麦色に近い金色の髪に碧い垂れ眼をしている。ライナーに比べると、ほんの少しだけ身長が低いが、十分一般の男性よりも高い部類に入るだろう。綺麗な身なりをしており、ライナーと同じく騎士服を身に着けている。

（礼儀正しくて、いかにも貴族って感じの人ね）

　そんな彼が私の前に立ち尽くすと、穏やかな笑みを浮かべた。

「ライオネルと申します、どうぞよろしくお願いします」

　少しだけぎこちない様子のライオネル公爵は一度お辞儀をした後、顔を上げるとライナーへと目くばせをした。かと思うと噴き出して笑いはじめるではないか。

「ああ、くそっ、笑うなよ……！」

　と、ライナーはなぜかうんざりした顔をしている。

（何？　この人たち、何なの？）

　ヴィオラはなんとなく美青年二人のやり取りに違和感を覚えてしまう。だが、それが何なのか説明できなくてモヤモヤした。ついつい直球で尋ねてしまう。

「公爵様は、庶民出身の小娘だってちょっと私のことを小ばかにしてる感じなんですか？」

　すると、ライオネル公爵はますます声を出して笑い始める。

「いいや、申し訳ございません。そんなことはないんですけど、どうしても笑いたくて仕方がなくて」

　上品だと思っていたが、初対面の人間の前で腹を抱えて笑うなんて……。

（想像通り、変人公爵なようね……！）

　ヴィオラの中で合点がいった。

　ひとしきり笑いきったライオネルは、涙を指でぬぐいながらライナーに声をかける。

「なんだろう、ライ……ナー、ええっと、ちゃんと君が教育係自体はするんだっけ？」

「もちろんだ」

「だったら、ヴィオラ嬢が公爵家の一員になれるように頑張ってほしい。まあ、僕としては、さっさとライナーが事情を説明するのが一番だと思うけどね」

「おいおい考えとくよ」

「ここまで僕を引っ張り出したんだから、もう心は決まってそうだから隠す必要なさそうだけどね」

「余計なことは言うなよ……！」

「分かったよ。ライナー君。ヴィオラ嬢、どうか楽しい花嫁教育を。それでは、僕は仕事があるので」

　去り際のライオネル公爵は、キャシーにちらりと視線を向けると、彼女はなんだか恥ずかしそうに俯いている。

（んん？　独身の女性のこと、じっと見すぎじゃない？）

　しばらくキャシーのことを見つめたあと、ライオネル公爵は立ち去っていったのだった。

　パタンとドアが閉まった瞬間、ヴィオラは声を上げる。

「私の婚約者とかいう人、婚約者の私に会っても随分あっさりしてるわりに、女たらしで嫌な感じね」

「なんでそう思ったんだよ？」

　あっけらかんと問いかけてくるライナーに向かって、ヴィオラは人差し指をちっちっと左右に振った。

「あんた、鈍いって言われない？」

「は？　なんだよ、お前は」

「もう良いわよ」

　ヴィオラは肩をすくめながら返す。すると、眉を顰めたライナーがイラついた口調で返してきた。

「まずはお前のその荒っぽい口調から教育し直さないとだな」

「そこまで荒っぽくないわよ、言いがかりじゃない？」

「ああ、そうだな。減らず口の間違いだったよ」

「はいはい、分かりました。婚約者様直々に任命された教育係様、どうぞよろしくお願いします。さっそくお部屋の案内をしてもらえる？」

　そうして、ヴィオラの部屋へと向かうことになったのだが、はたととある問題に気づく。

「そういえば、さっき、使用人たちは昼しかいないって言ってなかった？」

「ああ、そうだ」

「だったら、夜は、この広いお屋敷に私一人で過ごすってこと？　警備の人とかはいるの？」

　自分でも気が強い方だとは思っているが、さすがにこんなにガランとした広い屋敷に夜で一人で過ごすのは怖すぎる。

　すると、ライナーがぽつりと呟いた。

「大丈夫だ。夜は俺と一緒だから」

「へ？」

　聞き間違いだろうか？

「どういうこと？」

「警備は人件費がかかるし、俺はわりと強いからここにしばらく住み込むんだよ。他のやつはいなくなるが、俺がいるから警備はいらないってことだ」

「え!?」

「二十四時間、飽きることなく、お前に色々教え込んでやるよ」

　ライナーが悪戯っぽく微笑んだ。

　かくして、伯爵家に住み込みのライナーによるヴィオラへの花嫁教育がはじまったのだった。
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　ライナーによるヴィオラへの指導が始まって数日が経っていた。伯爵家にある広間には、ガラスがキラキラと輝くシャンデリア、天井までの高さのある大きな窓には、真紅のビロード素材のカーテンが備えつけられている。壁際には暖炉が設けられているが、その上にはヴィオラによく似た少女の肖像画が飾られていた。中央には猫脚のテーブルと椅子が二脚設置されている。

「ほら、背筋はちゃんと伸ばせ、乱暴な言葉遣いをするな、ちゃんとドレスを上手にさばいて歩け」

「もう!!　こんな本を頭に載せて歩いたりするのに、なんの意味があるっていうのよ!!」

　さっそくヴィオラの貴族令嬢としてのたしなみなどの教育が始まっていた。

「ええっと、何々……？　元々、先の皇太子殿下はフェルト伯爵家の令嬢である……何よ、こんなにいっぱい人の名前が並んで！　把握できるわけないじゃない！」

「子どもでも、この国の歴史は知っているぞ。基本的なことなんだから、ちゃんと頭に入れておけ」

「こんなこと知らなくったって、ちゃんと大人になったわよ」

「身体だけ大人になっただけで、ちゃんとした大人にはなれなかったようだな」

　ライナーから鼻で笑われてしまい、カチンときた。

「はあ……!?　マジでむかつくんですけど！」

「ほら、その乱暴な言葉はなんだ？　百歩譲ってプライベートではそれで良いし、ライオネルは意外と気にしないかもしれないがな……社交界に出て恥をかくのはお前だぞ」

「人のことを鼻で笑うようなやつに言われたくないわよ！　喋り方を綺麗にしろって、毎日毎日口うるさいのよ。あんただって、他の人たちには丁寧だけど、私に対してはそんなにきれいな喋り方してこないじゃない！」

「貴族連中の中には、平民の間で育ったと聞いて、はなから馬鹿にしてかかる連中もいる。とりあえず、同じ言語が喋れるって思わないと口さえ聞いてくれない連中だっているんだ。相手に対して、こちらの手札を増やすためにも、最低限の喋り方は身につけておけ」

「……分かったわよ」

　ヴィオラはしぶしぶ納得した。

　以降も喋り方の矯正のものは適宜続いて、ひとまず屋敷の中の人たちに対しては丁寧な話し方で接することができるようになった。

　その日の夕方、日中手伝いに来てくれる使用人たちを送り出す際に、ドレスのスカートを摘まんで頭を下げる淑女の礼をおこなった。

「メイド長さん、いつもありがとうございます」

　すると──

「まあまあ、ヴィオラ様、普段の元気の良さそうな挨拶も好きですけれど、上品にされているとチェルシー様のことを思い出しますわ……！」

　メイド長は涙を浮かべながら喜んでいた。

（ライナーはともかく……他の人たちに好印象を与えられるのなら、内向きの口調と外向きの口調を変えるのは悪いことではないかもしれないわね……）

　言葉遣いを丁寧にすることに対して、少しだけ前向きになったのだった。
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　ある時、クローゼットに連れ出された。

「ちゃんとした身なりをするのも大事だ」

「確かに綺麗に着飾ってるものね、貴族の皆は」

「派手な見た目をすれば良いってもんでもないがな。さあ、化粧はキャシーたちにしてもらって、まあまあ可愛くなってるから、好きなドレスを選べ」

「好きなドレスねえ……」

　ヴィオラはしばし考えた後、ピンと閃いた。

「ねえ、ライナー」

「なんだ？」

「ライオネル公爵様は、どんなドレスが好みなのかしら？」

「ライオネルの好み……そりゃあ、こう清楚な感じが好きで……」

「ふうん、なんだか私とは正反対そうな好みね」

　すると、なぜだかライナーが考え込みはじめる。

「それはまあ、好みと嫁にする女性が完全一致する必要もないだろうし……好みじゃなかったなと思ってたら、意外と……」

「あ！　このドレスにしようかしら！　着替えてくるから」

　そうして、桃色の愛らしいドレスに袖を通す。パフスリーブが愛らしいチュール素材のもので、妖精のようなデザインだ。さっそく着替えると、ライナーに見せに向かう。

「どう、ライナー、似合ってる？」

　すると、なぜだかライナーが固まっていた。

「何よ、コメントはないの？　せっかくこのドレスでも着て、ライオネル公爵様を誘惑しようかな、なんて思ってたんだけどなあ」

　綺麗な格好になった自分を見せて、ライナーの鼻を明かしてやりたかったのだ。

　その時、なぜか相手が顔を真っ赤にして抗議し始めた。

「誘惑しようとするな！」

「何よ、冗談に決まってるじゃない……それよりも、ドレスのコメントはどうなのよ？」

「え……ああ、馬子にも衣装ってやつだな」

「は？　他に言い方ないわけ？」

　すると、ライナーが顔を赤らめたまま続けた。

「……こんなに可愛くなるとは思ってなかったんだよ」

「……っ！」

　あまりにも相手が恥ずかしそうに伝えてくるものだから、こっちまで恥ずかしくなってきた。

「そう、だったら良かった」

「だけど、誘惑とかそんなのはだな……」

「もう、しつこいわね、しないから……！」

（それにしたって……清楚系が好きなのは、ライナーの方じゃないの……？）

　うっかり自分の好みを伝えてしまったのだろうか？

（こういう可愛い格好したら、ライナーも私のことが気になる？　って、私は何を考えて……）

　咄嗟に浮かんだ内容を慌てて打ち消す。

　それからのヴィオラは、なんとなく毎日清楚に見えるドレスを身に纏うようになった。
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　これまでは貴族になるための教育として理解できる類のものが多かったのだが、何の意図があって行われているのか分からない類のものもあった。その最たるものが頭の上に本を載せて歩くというものだったのだ。

「本はちゃんと本として読まれないとダメよ!!」

「普段はしっかり読んでるんだよ、たまにはこういう使い方をしても良いだろう？　背筋をぴんと伸ばして姿勢よく歩くには、重たい本を頭にのっけて落とさないようにするのが一番手軽なんだ」

「なるほど？　分かったような、分からないような」

「やってたら段々分かってくるさ」

　納得いったようないかないような気がしながら、しぶしぶ納得した。

「それにしたって、こんなんじゃ剣を違う用途で使ってるんじゃないかって心配になってきたわよ！　貴方、本当に騎士なの!?」

「剣は剣だよ。他の用途って一体全体なんだってんだよ？」

「包丁代わりに野菜切ったりとか？」

「野菜は切らないな。もし切るとしたら、所持してる短剣を使うかな？」

「へえ……って、そういう話をしてるわけじゃないのよ！」

　色々言っても面白がってからかってくるライナーに対して、ヴィオラは毎日怒りっぱなしだ。

「もうっ、本当に腹が立つんだから……！」

　ヴィオラがぎろりと睨みつけると、ライナーは快活な笑みを見せた。

「はは、腹立ててムキになってるのも面白いな。まあ、だいぶ貴族のご令嬢らしくなってきたんじゃないか？」

「え？」

　突然褒められたので、ヴィオラは驚いて目を真ん丸に見開いてしまう。

　ちょっとだけ気恥ずかしくて、咳ばらいをして話題を転換しようと思った。

「ライナー、あんた礼儀作法に詳しいわよね？」

「え？　ああ、まあな」

　すると、不審そうな表情を浮かべたヴィオラは、ライナーの胸元に向かって人差し指を突きつける。

「どうして騎士であるライナーがそんなに詳しいの？」

「え？　ああ……」

　一瞬動揺した様子のライナーだったが、深呼吸をした後、胸を張って堂々と答える。

「前も説明したと思うが、俺も一応貴族出身の騎士だからだ」

　ヴィオラは口を尖らせながら目を細めて相手を見た。

「確かにそんなこと言ってたわね？　普段の振る舞いを見てたら、そんなこと忘れちゃってたわよ」

「なんだよ、疑いやがって。ほら、見てみろ」

　そうして、彼が剣に彫られた紋章を見せてくる。

「この剣を所持できる人間ってのは、貴族出身だって決まってるんだよ」

「言われてみれば、確かにその紋章が彫られた剣を持ってる騎士様、あんまり見たことないかも……？」

「そうだろう？」

　何やら偉そうにふんぞり返りながら告げられてしまい、ヴィオラとしては何となく癪に障った。

「まあ、それなら、確かに貴族としての礼儀を知っていてもおかしくはないわね……」

　納得するヴィオラだったが、ふと疑問が湧いた。

「ねえ、お貴族様なんだったら、どうして騎士なんかしてるのよ？」

　すると、目を爛々とさせながらライナーが口を開く。

「よく聞いてくれた……！」

　ヴィオラは心の中で後悔した。

（こんなに元気になるなんて聞かなきゃ良かったかも……）

　げんなりしつつ、晴れやかな太陽のようになったライナーの話を聞くことにした。

「俺の親父は貴族のボンボンでな」

「あんたもじゃない？」

「確かにそうだが……話の腰を折るなよ。まあ、いわゆる真面目で律儀な貴族なんだ」

「そうなんだ……ちゃんとしたお父様で羨ましいわね」

「なんだ？」

「私はさ、あんまり父親には恵まれなかったから……母さんが死んで孤児院に私を迎えに来るって言っておきながら、全然迎えに来ない酔っぱらい。あんなやつ、大っ嫌い……」

「…………」

　思いがけず父親の話をしてしまい、毒づいてしまった。

「ライナー、ごめんね、先を続けてちょうだい」

「ああ、分かった。……それでだ、親父と昔、とある理由で騎士を引退していた、親父の親友を探しに出たことがあるんだ」

「ふうん、それで？」

「親父の親友は田舎で過ごしていたんだ。まだ小さかった俺は、田舎が珍しくて面白かった。それで、親父の親友の子どもと一緒に遊ぶことにしたんだ。ちょうど同い年ぐらいの女の子」

「へえ」

「当時の俺は英雄気取りで野山を駆けまわってたんだ。だけど、魔物がたくさん出る時期でさ、遊びに行った先で大群に出くわした」

「げ、それやばくない？」

「そうだよ、大ピンチだ。子どもの頃の俺は、わりと正義感に溢れた男気溢れる男で──」

「自画自賛話はパス」

「……俺は女の子を庇った。正直怖かったけど、女の子が気丈に励ましてくるもんだから、俺も気合いを入れたよ。とりあえず大群に向かって木の棒持って突っ込むことにしたんだよ」

「小さいから仕方ないけど、無謀も良いとこじゃないの」

「そうだろう？」

　ライナーは相変わらず目を爛々とさせながら呟いた。

「そうして危機一髪のところ、助けてくれた大人がいたんだ。その人が、親父の親友だった元騎士の男の人だったんだよ！」

　興奮してどんどん早口になっていく。

「とにかく強くってさ！　害獣の群れをどんどんなぎ倒していくんだ！　もう、めちゃくちゃカッコいいのなんのって！」

「へえ」

「それでさ、全部倒した後に、めちゃくちゃ叱られてさ……その後、めちゃくちゃ褒められたんだ！　獣の群れに突っ込んだのはともかくとして、誰かを護ろうとしたその心意気は立派だったって！　住人達の安全を守るのは当然のことだって御礼なんかも断って……なんかさ、もう騎士辞めてる人だったけど、こういう人が本物の騎士なんだなって思ったんだよ」

　ライナーが瞳をキラキラさせていた。

「あの人みたいな騎士になりたいなって、ずっと思ってるんだ、俺は。それで騎士目指したってわけだ。どうだよ？」

　対してヴィオラは少しだけ醒めた口調で返す。

「ふうん、単純ね」

「単純ってなんだよ、その言い方は？」

　少しだけライナーがムッとした表情を浮かべたところに、ヴィオラが淡く微笑みかけた。

「単純だけど、憧れの人の背中を追いかけて高名な騎士様目指してるって、なんかカッコいいじゃない」

　なぜだか妙にライナーが顔を真っ赤にしていた。

「そうか……騎士の中には貴族も平民も貧民層出身のやつらも、生まれは様々だから、皆平等ではあるんだが……」

　そうして、ライナーが瞳を輝かせながら続けた。

「俺は貴族としての誇りを忘れずに、民を愛し守る。貴族である亡き父と、憧れの騎士であるあの人のような……そんな二人を兼ね備えたような男になりたいんだ」

　純粋で大きな願い。

「やっぱり、あんたは父親や周りの人達に恵まれたのね……」

　子どもの頃からの夢を追いかけて頑張っている彼が、なんだかやけに眩しく見える。

　騎士として民衆を守ろうとするライナーに対して、ヴィオラの心は大きく揺れ動いたのだった。
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　とある昼下がり。

　メイド長の淹れてくれた紅茶を、ライナーとヴィオラはたしなんでいた。

「ヴィオラ、だいぶカップの持ち方が上品になってきたんじゃないか？」

「そりゃあ、そうよ……じゃなくて、そうでしょうか？　ありがとうございます」

　ヴィオラは楚々とした笑顔を浮かべる。

「話し方も令嬢らしくて良いんじゃないか」

　ライナーはまんざらではない様子で、うんうんと頷いた。

　爽やかなレモンティーを口に含みながら、ヴィオラはぼんやりとしていた。

　ライナーから子どもの頃からの夢の話を聞いて以来、悶々と考えていることがあったのだ。

（ライナーみたいに私は父親には恵まれなかったわ。父さんはその辺の馬の骨だけど、母さんは由緒正しきご令嬢だったわけで……だったら、しょうもない父親の血なんてなかったことにしたいって、ずっと思ってたわけだから、ちょうど良かったのよ……）

　だから、これまでの平民だった自分のことなんか全て捨てて、これからは貴族としてしっかり振舞っていくのだ。

（そうすれば、ろくでもない父親のことなんてなかったことにできるわ）

　そんな風に考えるようになっていった。

　これまではただの嫌味に聞こえていたライナーの小言だって、なんだか魔法の呪文のように思えてきたのだ。

　カップを置き、お代わりの紅茶を注ごうと、白磁のティーポットへと手を延ばそうとしていると、ライナーにぴしゃりと動きを制されてしまった。

「淑女は相手の行動を待つんだ。自分からすぐには動くな。ほら、今日は俺が淹れてやるから」

　そうして、ライナーが優雅な手つきでポットからカップに紅茶を注ぐ様を見つめた。

　自分で何かした方が早いのに、貴族の女性というのは不自由な暮らしを強いられてしまうようだ。

（だけど、ちゃんと生まれ変わるのよ、ヴィオラ）

　しぶしぶではあったが、自分を納得させながら、ヴィオラは伸びた手を引っ込めた。

「分かったわ」

「……分かりました、だ」

「……分かりました」

　相手の言った通りに言葉を修正すると、不思議そうにこちらを見てくる。

「それにしたって、今日はやけに殊勝な態度だな」

「私も貴婦人になるのですもの。立ち居振る舞いを丁寧におこなおうと思ったのです」

　丁寧に返すと、ますますライナーの顔が訝し気なものへと変貌していく。

「おかしなものでも食べなかったか？」

「は……!?　じゃあなくて……食べてはいません」

「本当にか？」

「本当です」

　ヴィオラはライナーへと強い思いを伝える。

「私は、今までの私を否定しようと思っています」

「今までのお前を否定……？」

　ライナーの声音が低いものへと変わる。

　しばらくヴィオラへと疑いの視線を向けていたライナーだったが、仕切り直す。

「まあ良い、ヴィオラ」

「何よ──ではなくて、何でしょうか？」

「せっかくお前も乗り気になってきているんだ。貴族の仲間入りを果たすためにも、これまでの修行の成果を見せる時が来た」

「は……？　……じゃなくて、え……？」

「ちゃんとお前が貴族のご令嬢に見えるかどうかを試してみるというのに近いか……」

「全然、話の意味が分からないのだけど──ですが……？」

　すると、ライナーがふふんと両手を拡げながら得意げに言い放つ。

「まだお前は教育途中なわけだ。社交界に鮮烈なデビューをさせるには、まだ早いと考えている」

「それで？」

「今から一緒に劇場に向かうぞ。そこで、ちゃんと淑女らしく振舞えるかどうか確認させてもらう」

「劇場……？」

「ああ、貴族連中たちもよく観に行く場所だ。週末になると三日間連続で公演がある。貴族の子女向けから成人向けや、一般大衆向けの風刺を題材にしたやつだったり、色んな演目があるから大人気なんだよ。そこでお前が違和感なく過ごせるかどうか、見させてもらいたい」

　そうして、アフタヌーンティーを済ませた後、ヴィオラはサファイアブルーのドレスに着替えさせられ、近くにある劇場へと足を運ぶことになった。

　夕方の部だが、多くの人々が集まってざわめいていた。

「俺は一般席にいるが、お前には貴族たちが使う最前列に座ってもらう、さあ、行ってこい」

「え……じゃなくて、分かりました」

　そうして、中央舞台に向かって円錐形になっている座席の最前列へと、案内係に従いながら向かった。

（いつもみたいに早歩きじゃなくて、ゆっくり歩くようにして……大股じゃなくて、いつもよりも少しだけ足を出す先を手前に……）

　これまでライナーとの練習だけだったのだが、一人で貴族の衆目に晒されながら令嬢として振舞わないといけない。普段はわりと物おじせずに振舞うのだが、さすがに緊張してしまい、全身が小刻みに震えはじめる。どうにか抑えようと拳をぎゅっと握って深呼吸をした後、一歩前へと進む。

　前に座っていた貴族たちが、やけにこちらを見ているような気がしたため、より一層慎重に階下へと向かう。

「お嬢様、どうぞこちらへ」

　案内係が椅子を引くのを待った後、ドレスを乱さないように、ゆっくりと着席した。

　近くに座る若い貴族たちが、やけにこちらを見ていたが、視線をきょろきょろとみだりに動かしたりせずに、沈黙を守った。

　まだ開演前のようで、貴族の男性と思しき人物がヴィオラに向かって声をかけてくる。

「お美しいお嬢さん」

　相手が名乗る前に自分から話しかけるなと言われていたので、ひとまず柔和な笑みを返す。

　すると、気をよくした男性が続けて喋る。

「どちらの家のかたでしょうか？」

「……わたしは……」

　名乗って良いものか分からず、考えあぐねていると──

「ううっ……」

　近くに座っていた老貴婦人が、首に両手を当てて苦しみはじめた。

（発作……!?　それとも何かを詰まらせた!?）

　彼女は明らかに顔色が悪く、手元に焼き菓子が見える。

　ライナーからは大仰な動きはするなと言われていた。

　けれども、そんな場合ではない。

　咄嗟に体が動いていた。

「おばあさん！　ほら！　吐き出しなさい!!」

　他の貴族連中を押しのけて、貴婦人のところへと向かうと、彼女の背中をバシバシと叩く。

　周囲が騒然とする。

「ううっ、げほっ、げほっ……」

　老婦人が焼き菓子の欠片を吐き出す。

　彼女の使用人と思しき人物がお礼を言ってくる。

「はあ、まったく、菓子を詰まらせたってわけね、でも良かったわ、助かったみたいで」

　安心して溜息をついて、はっとした。

（まずい、子どもたちの世話みたいに、身体が勝手に動いてしまった……！）

　明らかに貴族の令嬢のとる行為ではなかった……！

　こちらをじろじろと見てくる貴族たち。

　くすくすと笑っている貴婦人たちもいるぐらいだ。

（うう、明らかに失敗、やらかしたわね……！）

　あまりにも恥ずかしくて穴があったら入りたくなった。

　その時──

「子爵婦人、連れが申し訳ない」

　さっとライナーが現れて、助け船を出してくれたのだ。

　老婦人はライナーに向かって頭を下げる。

「いいえ、このお嬢さんがいなかったら、喉を詰まらせて公演を見るどころではなくなっていました。むしろ感謝しております、ライ──」

「すまない、今日はもう帰らせてもらおう。行くぞ、ヴィオラ」

　そうして、ライナーに連れられて、ヴィオラは劇場を後にしたのだった。




　外に出ると、周囲はもう夜闇に包まれていた。

　手を繋いでいたライナーに向かって告げる。

「ライナー……まだまだ貴族のご令嬢は、私には力不足って痛感したわ……」

　しばらく何も話してこなかったライナーだったが、ぽつぽつと口を開き始める。

「確かに、さっきのお前は、貴族のご令嬢らしからぬ行動をとったわけだが……」

　そうして、彼は彼女へと振り向くと、穏やかに微笑んだ。

「人として最高に良い振る舞いだったと思う」

　まさか褒められるとは思わなかったので、ヴィオラの頬が羞恥で火照っていく。

「そうかしら……」

「ああ、そうだよ。あとはだ……」

　ライナーがヴィオラの反対の手をとる。

「貴族となるために過去の自分を否定する必要はないんだ」

「え？」

「お前にはお前の良さがある。それは大事にしておけよ。俺は、お前の令嬢らしからぬ感性や喋り方、結構気に入ってるんだからな」

「……っ……」

　想像とは違う言葉をかけられて、なんだかその日は帰宅してもしばらく鼓動が鳴りやまなかった。
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　日中は公爵家からメイド長たちが手伝いに来てくれているが、孤児院時代の習慣もあって、同じようにヴィオラは家事に励んでいた。

　貴族騎士のライナーは、もちろん家事ができずに居候をしているだけだ。

「働かざる者食うべからずよ！　あんたも何か手伝いなさい！」

　ソファに寝転がって本を読んでいるライナーの眼前まで迫ると、ヴィオラは相手に詰め寄った。

「一応、俺はお前の教育係っていう仕事をしている」

「そんなの仕事に入ってないわよ。もう、良いご身分ですこと」

　鼻を「ふん」と鳴らしつつ、ヴィオラは嫌味を言った。

「今日は休日でメイド長たちも来れないんだから……食事は抜きね」

「お前、それは俺に対しての嫌がらせだろ！」

「さっきも言ったでしょう？　働かざる者食うべからずだって！」

　ヴィオラに言い負かされたライナーは、おめおめとソファから立ち上がった。

「分かったよ、ほら、俺は調理はできないが、準備は手伝ってやるから」

「じゃあ、足りない食材があるから、買い物についてきてちょうだい」

　そうして、二人で一緒に市中へと買い物に出かけた。

　もう夕方近いというのに街は人であふれかえっている。

　野菜が売ってある場所へと案内してもらい、ライナーが先を歩いているのだが、気づけば人が割り込んだりしてきていて、下手をしたらはぐれてしまいそうだった。

（背が高いから見失わないけれど、追いつけなくなりそう）

　そう思って、少しだけ焦っていると──

「ああ、早く来いよ、お前は小さいから、すぐにどこかに消えそうだ」

　ライナーは立ち止まると、ヴィオラの方を振り向いた。

「子ども扱いしないでくれる？」

　頬を膨らませて抗議する彼女に向かって、ライナーが優雅な仕草で手を差し伸べる。

「はぐれないように、お手をどうぞ、お嬢様」

「もう、からかってばっかりなんだから」

「はは、だってからかい甲斐があるからな、ほら、こっちに来い」

　そうして、そっと手を取る。相手の手がやけに大きくてあたたかく感じて、心臓がドキドキと高鳴る。

「さあ、行くぞ」

「もう、引っ張らないでちょうだい！」

　口では文句を言いながらも、ライナーの見せる優しさに、胸がトクントクンと跳ね上がっていくのだった。
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　ライナーは一緒に食事の準備を手伝ってくれることもあった。

「なんだよ。このオニオン、ちょっと切ったら涙が出てきた。これじゃあ調理ができない」

　包丁でオニオンをカットしながら、涙を流していた。

「もう、呆れた。……オニオンを切ったら涙が出てくるに決まってるじゃない。ほら、貸してみなさい」

「え？」

　そうして、涙を流す前に、さっとオニオンを全てカットしてしまう。

「へえ、すごいな、お前」

「調理に慣れてるだけよ、ああ、ジャガイモの皮を剥いてくれているの？」

「ああ」

「それだと、実の部分をたくさん削ってもったいないわよ、ほら、包丁をこの角度で入れてみて」

「へえ、するする剥けるようになってきたな」

「そうでしょう？」

　普段はライナーから教育指導を受けてばかりだったが、調理に関してはヴィオラの方が教育係にでもなったかのようだった。

「お、ちゃんとできたぞ！」

「あら、初めてにしては、うまいじゃない」

「そうか？　褒められたらうれしいな」

　ライナーがまるで少年のように微笑むので、心臓がドキンと跳ねた。

（何よ、ライナーのくせに……）

　なんだか照れくさくなってくる。

「手伝ってくれてありがとう、味付けなんかは私がやるから」

「じゃあ、俺にも見せてくれよ」

　その後も、二人で和気あいあいと料理を続けた。

　そうして、夕食を一緒に同じ食卓で囲む。

　すると、ライナーが歓喜の声を上げた。

「このビーフシチュー、絶品だな!!」

「そ、そう……？」

　これまで褒められたことがなかったライナーから賛辞をもらうと、なんだかくすぐったく感じてしまう。

「ああ、お前、俺と結婚しなくても、店開いてたら儲かってたと思う」

「俺と結婚!?」

　衝撃的な発言を聞いてしまい、ヴィオラの顔が林檎のように真っ赤になっていく。

「え？　ああ、今のは言葉の綾ってやつだよ！」

「そうよね！　そもそも、あんたの親友の公爵様の婚約者ですものね！」

　ヴィオラの発言を聞いたライナーの顔色がどんどん曇っていった。

「そうだったな、お前はライオネルの婚約者で……あいつのために頑張ってるんだったな……」

　そう自分たちの関係は、教育係と教え子でしかないのだ。

　夕食は温かくて美味しかったけれど、なぜだかしんみりしてしまったのだった。
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　また別の日のこと。

「ヴィオラ、お前、すごいな！　こんな几帳面に洗濯物が畳めるのか！」

「え？　そんなの普通よ！」

　ライナーが素直に「料理がうまい」「こんなこともできるなんてすごいな！」などと褒めてくるため、ヴィオラは内心では、まんざらでもなくなってくる。

「これは才能だって、使用人たちが大変だからって後回しにしていた掃除を簡単にやってのけるんだから、お前、本当にすごいって！」

「ちょっと掃除しただけなんだから！」

　ちょっとしたことでもライナーは新鮮そうに喜んで、褒めてくれる。

（同年代の異性にこんな風に家事を褒められることってないから、なんだか嬉しいわね……しかも喋りやすいし、建設的な話し合いだってできる。ちょっとだけ新婚さんみたいな気も……）

　そこで、はっとしてしまう。

（ダメよ、ちょっと距離が近すぎるのかも……）

　これ以上一緒にいたら、母親と同じ過ちを繰り返してしまうかもしれない。

　それから少しだけライナーと物理的に距離をとるようになった。

　ライナーは鈍いのであまり気づいていないようだったが、ヴィオラとしては少し距離があくだけで冷静になれた。

（ライナーはただの教育係なんだから、そう、教育係）

　だけど、そう思えば思う程、相手のことが気になってしまうのは、どうしてだろうか。

（ああ、もう集中できない……）

　ある時、廊下を歩く練習をしていたところ。

「ああ、ほら、ヴィオラ、背筋が曲がってるぞ。最近調子良かったのに、どうしたんだ」

「分かったわよ、あ……！」

　その時、ヴィオラはぐらついてしまう。

　ライナーの腕が彼女の上半身を抱きかかえて支えた。

「大丈夫か？」

　胸に相手の逞しい胸板を感じて、ヴィオラの心臓はドクンドクンと高鳴っていく。

「あ、ごめんなさい」

「なんか調子が悪いな、大丈夫か？」

「ええ、大丈夫よ」

　見上げると、ライナーが真剣な表情を浮かべていて、ますます心臓が落ち着かなくなっていく。ちょっと顔を動かせばキスしそうな距離だ。

（キスだなんて、私ったら……！）

　心地良い鼓動の高鳴りだったが、急に不安が胸に押し寄せてくる。

（このままじゃ私、お父さんとお母さんと同じことになってしまう。いいえ──）

　ライナーは別にヴィオラのことを好きだと言ってきたわけではない。

（一方的に私がこいつのことを気になっているだけ……）

　素直で快活なライナーゆえに人助けに対して抵抗がないだけに違いない。

　そこで正気に戻ったヴィオラは、思わずライナーを突き飛ばしてしまった。

「ヴィオラ……？」

「あんまりこうやって気安く触らないでほしいんだけど」

　他に言い方はなかったのかと思ったが、そんな言い方しかできなかった。

「え、あ、悪い……」

　そこでライナーも口を噤んだ。

　二人して沈黙が流れ、気まずい雰囲気が漂ってしまう。

　そこに、ひょっこりとメイドのキャシーが現れた。

「ええっと、ヴィオラ様がほとんどお片付けしてくださっていたので、今日はもうお暇しようと思っていたのですが……」

「ああ、悪いな、キャシー、いつも助かっている」

　そうして、ライナーがキャシーと親し気に話しはじめた。

　その光景を見ていると、なぜだか妙にモヤモヤしてしまう。

　ドレスの胸元をきゅっと握りしめてしまった。

（私の婚約者はライオネル公爵で、ライナーじゃない）

　好きな人と結婚するのが夢だった。

（でも、公爵様と結婚するって決めたのは私のはずよ）

　だけど、どうしても視線を奪われてしまっているのはライナーだ。

（私は公爵様と結婚するんだから、公爵様のことを好きにならないといけないのに……）

　胸が苦しくて仕方がない。

　これ以上、自分の気持ちに気付くのが怖かった。

（そういえば……）

　ふと浮かんだ疑念を漏らす。

「肝心のライオネル公爵様はどうして私に会いにこないのかしら？」

　ライナーの顔が一気に険しくなった。

「なんだよ、最近よそよそしいと思ったら、ライオネルのことを考えてたのか？」

「……別に……それによそよそしくもなんともないし」

「だったら、こっち向けよ」

　ライナーに促されたが、どうしても相手の方を見たくなかった。

「イヤよ。あんたの言った通り、ライオネル公爵のことを考えてたのよ」

「なんでライオネルのことなんか考えてたんだよ？」

「そりゃあ、婚約者相手のことぐらい考えるわよ」

　すると、ライナーがむっつりと黙りこんだ。かと思いきや、再び口を開いた。

「ヴィオラ、やっぱりこっちを向いてくれ」

　真摯な声音にどう返答して良いか分からないまま、ぽつぽつ問い返す。

「……あんたの方こそなんで私を振り向かせたいのよ……？」

　するとライナーが息を吸うと告げてきた。

「そんなの……お前がライオネルのこと考えてるのが嫌に決まってるからだろう」

「え？」

「なんで思い出すのが俺じゃなくてあいつなんだよ」

「は……？　あんた何言って……」

　思いがげず相手の顔を見ると、未だかつてないぐらい不機嫌そうだ。

（どうしてこんなに機嫌が悪そうなのよ……）

　困惑してしまうと同時にドキドキ何かを期待してしまっている自分がいる。

「ああ、くそっ……」

　悪態をついた後、ライナーが一呼吸してこちらに謝ってきた。

「悪かった。お前が他の男のこと考えてるって思ったらイライラして……」

　ヴィオラは思わず目を真ん丸に見開いた。

（それってまさか……）

　──ヤキモチ？

　そう問いかけようとした時──

「あのう、お二人とも」

　その時、ヴィオラとライナーに向かって声がかかり、お互い身体をびくりとさせた。

（そういえば、キャシーさんがまだいたんだったわ……！）

　ヴィオラとライナーは慌てて離れた。

　二人して赤面したままドキドキして落ち着かないでいると、キャシーが柔らかく声をかけてきた。

「外は快晴です。どうでしょうか、お二人でお出かけして来られては？」
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　ヴィオラとライナーは久しぶりに一緒にお出かけをすることになった。

　馬車の座席に座ったまま、背伸びをしながらヴィオラが声を上げる。

「う～～ん、久しぶりね！　孤児院の皆、元気にしてるかしら？」

「お前のことだから手紙を送ってるんだろう？」

「まあ、それはそうなんだけど、ね」

　ふと、先日の馬車での一件を思い出してしまう。

（あ……）

　ちゃんと純潔かどうか確かめると言って、身体を弄られたのだった。

　なんだか気恥ずかしさを感じて、馬車の座席の窓際に身体を逃がす。

「ヴィオラ、どうした？」

「べ、別に何もないわよ」

　すると、ライナーが端に詰めている私の方へと距離を詰めてくる。

「ちょっと……」

　これ以上窓際には移動できない。

　追い詰められてしまった。

「なんだよ、お前が端に逃げるからだからな」

「あんたが悪いんじゃない……！」

　勝手に顔が真っ赤になってしまう。

「何をそんなに恥ずかしがって……っ」

　その時、ライナーも先日のことを思いだしたのだろうか。

　顔を赤くした後、相手が反対側の窓際に移動した。

「すまないな、今日はあんなことはしないから」

「……本当に？」

「本当だ……お前の信頼を損ねるような真似はしない」

「だったら……良いけれど……」

　なんだかソワソワと落ち着かない空気の中、馬車は孤児院へと向かっていった。

　そうして、久しぶりに孤児院に顔を出す。

「みんな、元気にしてる？」

　すると、ヴィオラの顔を見るや否や、子どもたちが歓喜の声を上げた。

「ヴィオラお姉ちゃん！」

「おい、お前たち、姉ちゃんが帰ってきたぞ！」

「お姉ちゃん！」

　立ち上がった彼らはヴィオラとライナーめがけて駆けよってくると、二人を円形に取り囲んだ。

（ものすごく歓迎されてる……）

　子どもたちから好かれるのは嬉しくて仕方がない。

「ライナー兄ちゃん、こっち、こっち」

（ん？）

　なぜだか、子どもたちが皆ライナーのことを知っているような言動をしている。

「どういうことなの……？」

　すると年長の少年がヴィオラに向かって告げる。

「ヴィオラ姉さん、ライナー兄さんは優しい人だよね」

「どういうことなの？」

「農作業を毎週手伝いにきてくれてたんだよ」

「えっ……!?」

　確かに最初の約束の際に、孤児院の農作業を手伝いに来てくれると言っていた。

（まさか本当に手伝いに来てくれてたなんて……）

　そう言われれば、平日中に姿を消すことがあったが、ちゃんと約束を守ってくれていたのだ。

（律儀で優しいじゃない……）

　思わずライナーのことを見直してしまった。

「さあ、ヴィオラ姉さんも来て！」

　そうして、ヴィオラとライナーは子どもたちに連れられて、皆で一斉に遊びはじめた。

　外で鬼ごっこをしたり、かくれんぼをしたり、縄跳びをしたり……。

　日差しの下、皆で一斉に駆け回る。

「うわ、お前たち、容赦ないな！」

「容赦ないのは、ライナーお兄ちゃんの方だよ！」

（何よ、ライナーったら、なんだかんだで子ども好きなんじゃない。楽しそうに遊んでる）

　子どもたちに負けじと遊ぶライナーの姿が、なんだか大人なのに少年のようで、クスリと笑みを零してしまう。

（なんだか和むわね）

　ほっこりするヴィオラだったのだが──

（さっきもダメだって思ったばっかりじゃない……）

　だけど、どうしてもライナーの方にばかり目がいってしまうのだ。

　花嫁教育もそろそろ二月が経とうとしている。

　ライナーからもだいぶ令嬢らしくなってきたと言われていた。

　そろそろ別れの時期だって近いだろう。

（そうよ、ライナーが教育係を終えて、ライオネル公爵と結婚したら、きっと良い思い出に変わるわ……）

　だから、もう少しだけ一緒の時間を楽しみたい。

　そんなことを考えていたら……。

「ヴィオラ、ヴィオラだろう？」

　さっと頭上に影が差した。

（もしかして神父様かしら？）

　そう思って笑顔で振り向いたヴィオラだったが、そこに立っている人物を見て衝撃を受けた。

「あ……」

　ぼろぼろの服を纏った、まるで浮浪者のような大男。手には酒瓶を持っており、頬は赤らんでいる。

「ヴィオラ、会いたかったよ」

　そのまま何も口にできずにヴィオラは黙りこむ。

　身体がわなわなと震える。

　同時に、元々自分がどういう人物かを思い出してしまった。

「お父さん……」

　なんだか絶望的な気持ちになって、ヴィオラはその場から動けなくなったのだ。

「ヴィオラ、元気だったか？」

　孤児院の門の前、ヴィオラの父が姿を現す。酔っぱらったことを隠すことなく現れた父に対してヴィオラは辟易してしまう。物心ついた時にはいなかったけれど、本能的に血縁者だと感じ取ってしまった。

　眦をきっと吊り上げて、相手を責め立てる。

「何よ、今更？」

　母を騙したことを恥じもせず、今更姿を現した父に対して、腸が煮えくり返りそうだった。

「金の無心？」

　母親が死ぬ間際だったり借金取りに追われている時なんかの肝心な時にそばにおらず、ライオネル公爵家とコールネル伯爵家の令嬢が婚姻したと聞きつけて、いそいそと現れたのだろう。

「母さんがどれだけ苦労したのか知っているの？」

「……ヴィオラ、父さんは……」

　父親がのっそりとヴィオラに近づいてくる。

「近づかないで！」

　そうして彼女はヒステリックに叫んだ。

「あんたのことを父親だなんて思ってないんだから！」

「ヴィオラ……」

　父親の表情は髭に隠れて分からなかったが、のろのろと伸ばした手を降ろすと、その場をゆっくりと立ち去っていった。

「何よ、今更……！」

　悔しいやら悲しいやら、そんな気持ちで胸がいっぱいになる。

　大声で叫んだ後、肩で息をしていたヴィオラの背後から、カサリと音が聞こえた。

　びくりと身体を震わせた後、後ろを振り向くと、茂みの向こうに立っていたのは──

「ライナー」

　バツの悪そうな表情を浮かべたライナーだった。

「すまない、のぞき見するつもりはなかったんだが……」

　険しい表情を浮かべていたヴィオラだったが、ぱっと表情をおどけたものにする。

「あらら、見ちゃったの、ふふ」

　どうにかその場を明るくしたかったが、作り笑いを浮かべれば浮かべるほど、どんどん虚しさが胸を支配していく。

「ヴィオラ……」

　ライナーが何か言いかけたが、すかさず遮った。

「帰りましょう、お屋敷に」

　なんだか自分の今のくしゃくしゃの顔を相手に見られたくなくて、そのままだんまりになってしまったのだった。
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　そうして、伯爵家に戻り夜を迎えた。

　ヴィオラは昼間の出来事を思い出して悶々と過ごす。

（一目見て、自分の父親だって分かってしまった……）

　湯浴みをした後、窓辺でぼんやりと夜空を見る。

　ヴィオラの憂鬱な気持ちとは裏腹に、星空はキラキラと美しく輝いていた。

　コンコンとノックをされた。

　もちろん相手はライナーしかありえない。

　扉の向こうから相手が声を張り上げてくる。

「おい、ヴィオラ、もう寝たのか？」

　ドキンと心臓が大きく音を立てた。

　父親のことがあって、行き場のない気持ちが胸の中を支配している。こういう時、気持ちの整理をどうつけて良いのか分からないのだ。

　本当はライナーに色んな相談をしたかったが、これ以上彼を頼ったら、いよいよ引き返せないようなことになりかねない。

（このまま無視しましょう）

　そう思ったヴィオラだったが、ライナーが声を上げた。

「隣の部屋にいるんだから、起きてることは知ってる。中に入れたくないなら、このまま俺の話だけでも聞いてほしい」

　その台詞を聞いてヴィオラは観念するしかなかった。

「鍵空いてるから、入って良いわよ」

　ドアノブが回る音が聞こえたかと思うと、ライナーが姿を現した。

　そうして、さっそく本題に入っていく。

「なあ、昼間のことだけど……」

　歯切れが悪くなっていくライナーの方へと向き直ると、肩をすくめながらヴィオラは語り始める。

「いくら由緒正しい貴族の血を引いてるって言っても、結局あんなクズが私の父親ってわけ」

　自虐的な笑みが零れた。横顔には諦観の念がにじむ。

「それはそうだが」

「同じ穴の狢なのよ、私もあんな感じでしょうもない女なの」

「自分を卑下するな。お前の父親がどんな人物だろうが、俺は……それにあの人は……」

　言いかけたライナーに間髪入れずにヴィオラは返す。

「ライナー、あんたこんな時でもお綺麗なお坊ちゃんよね」

「どうした、急に？」

　怪訝な顔をするライナーの顔を一瞥すると、ヴィオラは嘲笑を浮かべると肩をすくめた。

「は、そういう純粋なところよ、私とは本当に合わないんだから」

「なんだよ、ヴィオラ、とにかく今は落ち着け」

　話している間にライナーはヴィオラの手が届くところまで歩いてきていた。

　その時、ヴィオラの中で張り詰めていた糸がプチンと切れる。

「どうしてなのよ？」

「ヴィオラ……？」

　地の底を這うような低い声をヴィオラは吐き出したかと思うと、目の前に立つライナーを睨みつけるようにして叫んだ。

「どうして私を迎えに来たのよ！」

「おい、ヴィオラ、落ち着けって」

「落ち着けるわけないでしょう!?　どれだけ外見を取り繕ったって一緒よ！　あいつの血が私の中から消えるわけじゃない！　血のにじむような努力をしたって、結局はどうにもならない！」

「聞いているのか、ヴィオラ」

　ものすごい剣幕で早口でまくしたてるヴィオラの言い分を、ライナーは黙って聞いた。

「これから先、伯爵令嬢だ、公爵夫人だって、社交界に出たとして、どうあがいても、他の皆はあの父親の話をしてくるわよ、噂だって言っても本当のことですもの、否定はできない」

　ライナーは表情を変えないままヴィオラをまっすぐに見つめた。

「貴族の連中は、卑しい血を引いた女だって言ってくるわ。私と結婚したライオネル公爵様だってとばっちりを受けるわ。それに、それだけなら、まだ良い」

　気づけば、ヴィオラは自身の震える身体をかき抱いていた。

「私の子どもも同じような目に遭うわ……いいえ、もっとひどい言い方をされるかもしれない」

　もちろん、伯爵家の令嬢として生きると決めたのは自分自身だ。

　だけど、どこか絵空事のように思っていたのも事実。

　現実に公爵夫人となった際にどうなるのか、浮かれた自分は想像もしていなかった。

　何より、己の出自や過去の自分、それらを全て否定して、新たな自分に生まれ変わることができる。

　そんな風に錯覚してしまっていたのだ。

「ライナー」

　ライナーを見上げたヴィオラの瞳からは涙が幾筋も零れてしまっていた。

「責任取りなさいよ！　私は……私は……好きな男の人と平凡な結婚がしたかったのに！　なのに……」

　もう言っていることが支離滅裂だった。

　自分でも分かっているが感情の制御ができない。

　今まで我慢していた何かが堰を切って溢れ出してくるかのようだ。

「うっ……ひくっ……」

　抑えられずに蹲りかけたヴィオラの身体だったが──

「大丈夫だ」

　ライナーに抱きしめられていたのだった。

「……っ、離しなさいよ」

「離さない」

　相手の思わぬ返答にヴィオラは怒りを露わにする。

「離しなさいって言ってるでしょう!?」

「お前におかしなことを言う奴がいたら、俺が全部どうにかしてやる」

「何を、言って……？　私は……ライオネル公爵家に嫁ぐのよ、あんたがいつまでもそばにいるわけでもないでしょう？　どうやって守るつもりなのよ！」

「お前が社交場に出る時には、ずっとそばにいてやる」

「それが意味が分からないって言ってるのよ……！」

　だが、有無を言わさぬ口調でライナーが告げた。

「いいや、どんな手段を使ったんだとしても、俺はお前のそばにいる。社交界どころか国中がお前をあざ笑ったとしても、俺はお前のそばから離れない」

「……っ……」

　ライナーの腕の中ヴィオラはびくりと戦慄いた。

　そんな彼女の顎を彼の長い指が掴んだ。

「俺はお前を否定しない、自分よりも周りを優先して、いつでも明るく気丈に振舞って、本当は脆いとこもあるくせに虚勢を張って生きている……お前はお前のままで良いんだ、ヴィオラ……」

「綺麗ごとばっかり……」

「綺麗ごとと言われようが、事実は事実だ」

「どうせ嘘よ、あの父親みたいに、私のことを騙すつもりなんでしょう──っ……！」

　突然、唇が何かに塞がれる。

「んうっ……」

　それがライナーの唇だと気づくのに、しばらく時間がかかった。

　柔らかな感触に困惑していると、ふっと相手の唇が離れる。

「何、を……」

　真摯な碧い瞳を向けられると、鼓動が高まっていく。

「俺は……お前の父親とは違う。これから先、お前のことをずっと護り続ける」

「私は信じないわ」

　頑なに信じようとしないヴィオラに向かってライナーが続けた。

「嘘じゃない。俺は騎士だ。嘘はつかない」

　熱を孕んだ碧い瞳がヴィオラを穿つ。

「騎士としてお前に忠誠を誓う。ヴィオラ」
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　白い清潔なシーツが敷かれたベッドの上に、ヴィオラはまるで壊れ物のようにライナーの手によって横たえられた。

　彼女の身体の上に、そっと彼の身体が覆いかぶさってくる。

　騎士として鍛えぬいたライナーの両腕に囲われてしまい、ヴィオラは逃げ出すことができない。

　いいや、相手は力づくで事に及ぼうとしているのではない。

　逃げ出そうと思えば、いつだってできる。

　だけど……。

　卑しい血を引いていようがいまいが、ヴイオラだから良いのだと訴えてくるライナー。

　そんな彼が自分のことを今まさに求めてくれていて……。

　彼の想いに応えたいという気持ちが、どうしようもなく勝ってしまっていた。

（どうしてこんなに私のことを理解してくれるライナーが、私の婚約者じゃなかったんだろう……？）

　ライナーに身を委ねながら、婚約者であるライオネル公爵の姿が浮かんでは消える。

（私は、あの人と結婚しなくちゃいけなくて……だけど、私は……ライナーのことが……）

　罪悪感が胸を襲ってくる。

　けれども、それ以上に、共に過ごしてきたライナーと結ばれたいという気持ちが勝ってしまっていたのだ。

　これ以上はダメだと理性が訴えかけてくるが、それ以上に本能的にライナーのことが欲しくて欲しくてたまらない。

（これで最後にするから……）

　端正な顔立ちをしたライナーがそっと近づいてきたかと思うと、唇を塞がれてしまった。

「んっ……」

　ぎゅっと引き結んだ唇を割りいるように地厚い舌が入り込んでくる。

「ふあっ、あ……」

　相手の唇に何度か唇を食まれた後、今度は舌を軽く食まれ、互いの舌先が何度も絡み合い、淫猥な水音を鳴らす。

　唇同士が離れ、ふんわりとしたベッドの上にヴィオラの身体は押し倒されてしまった。

「ヴィオラ」

　彼の長くて綺麗な指が、ドレスの前開きの部分の釦を、舐るように外していく。

「あ……」

　彼の視界に、桃色に上記した乳房がふるりと露わになり、どんどん頬は林檎のように熟していった。二つの先端が彼の指を招くように尖ってしまう。

「ん……」

「俺のことを誘ってきてるな」

　そうして、肩先から腰、太腿、足先にかけてドレスとシュミーズを一緒に脱がされていく。服を脱がされるたびに露わになった肌に口づけを落とされた。口づけを落とされるたびに、相手から大事にされているのが伝わってきて、どんどんどんどん体が火照っていく。

　そうして、全てを剥ぎ取られ、生まれたままの姿になった頃には、全身が茹だってしまっていた。

　相手から施された口づけだけで、花弁からは蜜がとろとろと溢れていた。

　なんだか気恥ずかしいのを隠したくて軽口を叩く。

「ちょっと、なんで私だけ裸にされてんのよ」

「こんな時まで騒々しい女だな」

「この間だって、急だったし……なんだかいつも私ばっかり……余裕がないのが嫌なのよっ……！」

「ああ、分かったって、俺も脱ぐから」

　そうして、彼が纏っていた騎士団の上衣を脱ぎ捨てると、逞しい胸板と鍛え抜かれた腕とかが眼に入ってきて、ヴィオラの鼓動が落ち着かなくなっていく。

　ベルトを解く音がやけに卑猥に聞こえたかと思うと、そそり立つ局所が視界に入った。

「あ……」

　先端からは先走りの雫が溢れているではないか。

「ああ、くそっ……恰好つけたいが、俺もお前と一緒で余裕がないんだよ……」

　ライナーがバツが悪そうに赤面しながら毒づく姿を見ていると、なんだか無性に嬉しくなってしまう。

「俺も結構余裕がないんだがな……」

「ライナー……」

　ライナーは少しだけ苦しそうに呼吸をしている。

　彼の大きな掌が、彼女の両膝をゆっくりと割る。

　開脚されたヴィオラの身体にライナーが局所ごと近づいてくる。

「ん……」

　くちゅりと卑猥な水音を立て、二人の秘部同士が触れ合った。花弁の間に淫茎の根がうずもれると、彼が腰を揺り動かしはじめ、間を何度も何度も擦りつけられた。

「ふあっ、ああっ……」

「ヴィオラ……」

　紅く色づいた花弁が甘ったるい蜜を零しはじめた。間を動く熱茎の先端からも雫が滴る。液同士が混ざりあうと、卑猥な水音が室内に響き渡った。

「ああ、触れ合わせてるだけでも、気持ちが良いな……」

「ライナーっ……あっ、ああっ……あっ……」

　艶めかしい彼女の声が室内に木霊する。

　だんだんと激しさが増していき、どんどんライナーの上半身がヴィオラの上半身へと傾いてきた。

　近づいてきた彼の首へと、彼女は自然と腕を回す。

　しばらく二人の影が一緒になって揺れ動き続けている内に、快楽で頭がぼんやりしていく。

「あっ、ライナー……ライナーっ……」

　下腹が切なく疼き続けた後、びくびくと身体が戦慄いた。

「ああっ……！」

　ヴィオラの小さな悲鳴を聞くと、ライナーが動きを制止した。

「普段は気の強いお前が、こうやって愛らしく震えているのは、可愛いな……」

「……っ……変な言い方、しないで、ちょうだいっ……」

「はは……悪いな……」

　その時、一瞬だけライナーが身震いをした。

「悪い……もう少しだけ余裕を見せたかったが……結構限界みたいだ……」

「え？」

「良ければ、早くお前の中に潜り込ませてほしい……」

　先ほど以上に切迫した口調で懇願されると、断れそうにもない。

　いよいよ彼と結ばれるのだと思うと、心臓がバクバクと跳ねて落ち着かない。

「ああ、これだけ濡れてれば頃合いだな」

　そうして、熱を孕んだ瞳で穿たれる。

「ヴィオラ、お前のことを大事にする。今日、この日のことを俺は一生忘れない」

「ライナー……」

　彼の想いが熱く胸に響いてきて、どうしようもなく、女性の芯が疼く。

　そうして、濡れそぼった花弁を開かれ、先端が狭穴に宛てがわれた。

　こんな時でも出てくるのは、ちょっとだけ尖った言葉だ。

「痛くないようにしてよね」

「ああ、分かってるよ」

　そうして、ライナーが的確に腰を揺らす。

「ああっ……」

　昂った獣の先端が処女の襞を破って進む。

　肉棒が肉壁を潜り抜け中心を目指していく。

「っあっ……ああっ、熱いっ……」

「ああ、締まって仕方がないな……ヴィオラ」

　途中、何度も頬に口づけを落とされる。

　相手の優しさを感じていると、痛みもどこかに飛んでいくようだ。

「大丈夫だ、もう全部入る……ほら」

　そうして、花は獣の全てを飲み込んでしまった。

　全てが繋がり合うと何もかも忘れてしまう程の幸福感に包み込まれる。

　結ばれ合った後も、何度も口づけを落とされた。

　そうして、互いの視線が絡み合う。

「ヴィオラ、最初はお前のこと、とんだじゃじゃ馬娘だって思っていた。だが、そうじゃなかった」

「ライナー……私もあんたのことを……」

　そうして、再び口づけを交わす。

　見つめ合う二人は、繋がり合ったまま、互いの唇を貪り合うようにして求めあったのだった。







第三章 嘘つかないで真実を言いなさいよ!!








（私、最低かもしれない……）

　ベッドの上、裸の身体にシーツを巻き付けたヴィオラは、乱れた黒髪をかきあげながら後悔に駆られていた。

　婚約者がいたにもかかわらず騎士に入れ込んで駆け落ちした母親。

　話を聞けば聞くほど、自分はそんな馬鹿な真似はしまいと思っていたのに──

　結局、今現在、自分も同じような状態になってしまっている。

　後悔先に立たずとはいうが、先日一度だけ会ったライオネル公爵の優しい笑顔がふと浮かんできて、胸をぎゅっと苦しくさせた。

（せっかく孤児院出身の私と婚約してくれようとしている公爵様に対して顔向けできないような真似を……）

　ざわざわと胸の中に嫌な感じが這いずってくる。身の置き所がなくて、いてもたっていられないような感覚に陥った。

　シーツの端をぎゅっと強く握りしめると、ベッドの端に足を掛けたヴィオラだったが、ちょうど眠りに就いていたライナーが目を覚まし手首を掴んできた。

「どうした、ヴィオラ？」

「あ……」

　寝ぼけ眼を擦る美青年の爽やかな顔を見て、ヴィオラの胸中は、初めて恋した相手と結ばれた嬉しさと後悔とがないまぜになる。

「朝だから、着替えようと思って」

　平静を装おうとしたが、声が上ずった。

「せっかく今日は休日なんだ。昼までのんびり過ごそうぜ」

「そ……れは……」

　いつもは快活なヴィオラだったが、明らかに歯切れの悪い回答になってしまう。

　だというのに、ライナーは普段と大差ないどころか機嫌が良さそうにしていて、なんだか落差が気になった。

「なんだ、らしくないな」

　ライナーからも指摘されてしまった。

「ええっと……」

　ライナーはゆっくりと上半身を起こすと、ヴィオラと向かい合った。

　そうして、はっとすると、バツが悪そうな表情を浮かべた。

「ああ、そうか、悪い……お前にまだ言ってなかったんだった」

「え？」

　心なしかライナーが焦っているように見える。

　何を言ってなかったのだというのだろうか？

「お前のことだから、公爵に悪いことをしたって思ってるんだろう？」

「あ……ええっと……」

　完全に図星を指されてしまい、ヴィオラは黙りこくった。

　ズキンズキンズキン。

（見透かされてしまってる、あれだけ色々言ってたくせに、軽い女だって思われてしまったかもしれない……）

　その時、ライナーがヴィオラの華奢な両肩を掴んだかと思うと、真剣な表情でこちらを見ていた。

「ヴィオラ」

「どうしたの……？」

　すると、予想外のことを彼が口にした。

「あいつは俺たちの結婚を歓迎するはずだ」

　あいつとはライオネル公爵のことだろうか？

「なんだってそんな風に思うのよ……いくら貴方が親友とはいえ、完全に相手への裏切りよ……それでも歓迎してもらえると思っているとか、どれだけ前向きなわけ？」

　すると、ライナーは茶目っ気のあるウインクをしてくる。

「まあ、前向きだって色んなやつによく言われてきたよ」

　そんな調子の彼を見て、ヴィオラはすっかり毒気を抜かれてしまった。

「はあ、こんな時にまでふざけてくるなんて……あんたを見て、深刻になってた私がばかだったわ」

「お、調子を取り戻してきたんじゃないか？」

　からかわれたせいでヴィオラは口を尖らせた後、はあっと大きなため息を吐いた。

（さすがに公爵様に許してもらうなんて無理でしょうね。ライオネル公爵からは絶縁を申し入れられて、私も伯爵家に泥を塗るぐらいならと最初からなかったことにされて……ライナーとだって引き離されるに違いないわ……）

　だけど、彼への気持ちを無理やり捻じ曲げて、初めての恋心を捨ててしまうぐらいなら……。

　シーツをぎゅっと握りしめると覚悟を決める。

「もう良いわ、こうなったのは自己責任。いさぎよく自分の罪はつぐなうし、罰だって受けるつもりよ。もし、公爵があんたと絶縁するっていうんだったら、全部私が悪いってことにして良いから」

「お前が元気出したみたいで良かったよ」

　ライナーから爽やかな笑みを向けられると、トクンと心臓が跳ね上がった。

「ヴィオラ、さあ、今から公爵家に出発だ」

「何言って、ちょっと、きゃあ、まだ裸だってば、どこ触ってんのよ！」

「今言っても信じてもらえないだろうから、公爵家で説明する。ほら、行くぞ」

　そうして、有無を言わさず、ヴィオラはライナーに連行されるのだった。

（相手は公爵様だっていうのに……ライナー、本当に大丈夫なの？）

　一抹の不安を覚えながら、ヴィオラは公爵家へと向かうことにしたのだった。
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　初めて訪れる公爵家は、貴族街の中でも王城にほど近い場所にあった。

　ヴィオラとライナーを乗せた馬車がカタカタと規則正しいリズムを立てながら、街の中を駆け抜けていく。

　厳かな白磁の縁と格子でできた門を潜り抜けると、爽やかな碧と麗しき薔薇に彩られたアーチをくぐって玄関へと向かった。

「伯爵家も相当広いなって思ったけど、公爵様のところはまるでお城ね」

「そうだろう？」

　やけに誇らしげなライナーを横目に見ている内に、玄関扉の前に着いた。

　ライナーが馬車の扉を開けて降りると、近くにいた護衛たちが一斉に頭を下げる。

（礼儀正しい人たちね、それにしたって、ライナーは公爵家に仕える騎士なんだから、同じ護衛って立ち位置じゃないのかしら？）

　ヴィオラの胸の内に疑問符が湧いたが、そのまま打ち消して先に進む。

　前を歩くライナーの背をちょこちょこと着いてまわった。

　彼の背に追いつくとヴィオラは人差し指で相手をちょんちょんと突く。

「ねえねえ、ライナー、ここの人たちって、あんたに対してもやけに丁寧じゃない？」

「まあ、そうだろうな」

「何よ、友達の威光を借りて威張ってた類なの？　残念すぎるわ」

「威張ってないっての、ああ、今に分かるよ」

　二人してやいのやいのと話していれば、とある部屋の前に立ち止まった。

「ヴィオラ、お前はこの部屋で待ってろ」

　そうして、客間と思しき場所の中にヴィオラはひょいと放り込まれると、一人で過ごすことになった。

「なんなのよ、あいつ、勝手知ったる仕えるお屋敷ってわけ？　人の家でうろうろしちゃって」

　とりあえず豪奢でふかふかのソファの上に座った。高級なクッションが敷かれており、なんだか落ち着かない。

（本当はこの屋敷に住む予定だったってことよね？　孤児院と比べたら、まさに天国と地獄ぐらいの差があるわね）

　とはいえ、上質すぎる空間よりも、個人的には殺風景な孤児院で暮らす方が、性には合っていたなと思う。

「それにしたってライナーの奴、遅いわね。いつまで待たせるつもりなの？」

　しばらくの間我慢していたヴィオラだったが、せっかちな性分が災いしたのか、その場に勢いよく立ち上がった。

　窓の外を見れば、もう陽が暮れ始めている。

（もしかして……親友だっていう話だけれど、ライオネル公爵に私とのことで責められているんじゃ……？）

　とはいえ、待てと言われたため、待つしかない。

（私のせいでライナーの立場が危ない？　それは嫌よ……）

　焦りでどんどん落ち着かなくなっていって、ソファに座ったり立ち上がったりを繰り返してしまう。

「もう！　埒があかないんだから！」

　そうして、扉に向かってずかずか進むと、勢いよく真鍮のドアノブを回して外へと開く。

「ライナーの奴のことを聞き出してやるわ」

　そう勢い込んだヴィオラだったが、ちょうど近くにメイドがたむろしていた。メイドは二人。一人はわりと平凡な容姿の持ち主だったのだが、もう一人は伯爵家に助けに来てくれるキャシーだった。

「ちょうど良かったわ、キャシー……」

　だが──

「ねえ、ねえ、ライナーのことだけど」

　思いがけず探し人の話が出たために、立ち止まって柱の陰に隠れてしまう。

（私ったら何やってるのよ、せっかくの質問できる良いチャンスだったっていうのに……！）

　とはいえ、ライナーの名を耳にしたものだから、身体が反射で隠れてしまったのだ。

（立ち聞きは良くないわよね……）

　と思いつつ、聞き耳を立ててしまう。

（キャシーさん、屋敷でも目立つぐらいの美人よね、やっぱり）

　ふと、ライナーが「美人が好みだ」と話していたことを思い出してしまう。

（あいつのことだから、実はキャシーさんに昔恋していたとか……？）

　勝手におかしな妄想をはじめていたヴィオラだったが、とんでもない言葉が平凡なメイドの口から飛び出した。

「ねえねえ、キャシー、ライナーとどうなのよ？　あんたたち恋人同士でお似合いじゃない、いつ結婚するの？」

　──恋人同士？

（え？）

　衝撃的な発言が聞こえてきた気がする。

　聞き間違えだろうと思うのだが、真実を知りたくておもわず聞き耳を立ててしまう。

（伯爵家に来てる時、ライナーとキャシーさんが恋仲だとは思わなかったんだけど……）

　だが、思い出したら二人は親密そうだったように感じてきた。

　モヤモヤしながらキャシーの回答を待つ。

　彼女はとても嬉しそうに微笑みながら告げた。

「ふふ、実はライナーからプロポーズされたのよ」

「ええっ、やっぱりそうなの!?」

　心臓が大きな音を立てて頭の方まで脈打ってきて、二人の会話が遠くに聞こえる。

（あ……だって……）

　世界がガラガラと崩壊するような気さえする。

　嬉しそうに微笑むキャシーの姿を見ていられず、ヴィオラはなんとか動く足をもつらせながら、その場から逃げ出したのだった。

（何よ、ライナーのやつ、嘘つき！　遊び人！　変態！　やっぱりただの悪ふざけなんじゃない！）

　心の中で、最初は明るく罵声を浴びせていたヴィオラだったが、走っているせいか、どんどん胸が痛くて苦しくなっていく。肺も一緒に潰れてしまいそうなほどだ。

　どれぐらい走ったのだろうか。

　気づけば広大な公爵家の門扉を飛び抜けようとしていた。

　張り裂けそうな胸を抑えながら駆けていると、途中、ぽつぽつと雨が降り始めた。だけど、それにも気づかないぐらい、ヴィオラは勢いのまま走り抜ける。

　ちょうど、その時、背後から声が聴こえた。

「おい！　待て、ヴィオラ！　いったいどうしたっていうんだよ？」

　ちらりと振り返ってみれば、後方から現れたのはライナーだったのだ。

　腕を掴まれてしまい、立ち止まらざるを得なくなる。

「もう、離しなさいよ！」

「お前が勝手にどこかに行こうとするからだろう!?」

　ヴィオラはライナーをきっと睨みつける。

「何よ!?　あんたのことを信じた私が馬鹿だった！　もう離れなさいったら！」

「どうしたんだよ？　落ち着け、話の筋が通っていない」

「筋が通ってないのはあんたの方でしょう!?」

　だが、そこまで叫んでヴィオラは口を噤む。

「やれやれ、やっと落ち着いたか、ほら、理由を話してみろ」

　雨に打たれながら、俯いたヴィオラはライナーに問いかける。

「あんた、私に黙ってることがあったんだったわよね？」

「え？　ああ、そうだ。今から話そうと思ってたら、お前が屋敷を飛び出してどこかに行こうとするから、慌てて追いかけてだな……」

「だったら、いくつか教えてちょうだい」

「良いぞ、なんだ？」

　そうして、ヴィオラはぽつりぽつりと問いかける。

「ねえ、あんたは私に大事な嘘をついていた、そうでしょう？」

　すると、ライナーがギクリとした調子になり口ごもる。

「……ああ、そうだ」

「そうなの……」

　しばらく二人の間に沈黙が落ちたが、姿勢を正したライナーが口を開いた。

「嘘をついていたのは本当に申し訳ないと思っている。その、何から説明したら良いのか──」

「ライナー、私もう気づいてるの。あなたの隠し事ってやつ。屋敷で聞いちゃった」

「え？」

　すると──一瞬だけバツが悪そうにしたライナーだったが、真顔に戻る。

「だったら手間が省けたな」

　彼の言いざまを聞いて、まるで雷が降ってきたかのような衝撃が駆ける。

（全く悪びれてない……）

　だが、ちゃんと真実を彼の口から聞いておきたい。

「ヴィオラ、ほら、屋敷に帰るぞ、このままだと二人してびしょ濡れだ」

　そうして、彼に手をとられかけたが、彼女はそれを振り払う。

「あとからいくらでも詫びるから、だから──」

　ヴィオラは一度唇をきゅっと噛み締めると、濡れた地面を見ながら問いかける。

「……ライナー、あんたにどうしても聞きたいことがあるの」

「なんだ？」

「ライナーには恋人がいるの？」

　すると面食らったような顔をしたライナーだったが、深呼吸をした後に告げた。

「もうお前は真実を知ったんだったな……」

　そうして彼が無情な言葉を告げた。

「そうだよ」

　全身に稲妻が駆け抜けていったようだった。

　ヴィオラは呆然として、その場から動けなくなる。

　ぶるぶると身体が震えはじめた。

「そう、確かにライナーには恋人がいる。だが、そんなことは気にする必要がなくてだな。お前ももう気づいての通り──」

「ずっと私のこと騙してたんでしょう……嘘つき」

　地を揺るがすかのような低い声が出てきた。

　ライナーがひゅっと息を呑むのが分かる。

「すまない、ヴィオラ、騙してて悪かった」

「あんたみたいな嘘つき、大嫌いなんだから!!」

　そうして、彼の手を振り払うと、ヴィオラは外の大通りに向かって駆け抜けていく。水たまりに脚を踏み入れてしまい、パシャリと泥水が跳ね上がってきた。

「待て、ヴィオラ！　ちゃんと話がしたいんだ！」

「もう聞きたくない！」

　慌てて追いかけようとするライナーの後ろには、ライオネル公爵の姿もあったが、ヴィオラが気づくことはできなかった。
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　どれだけ駆け抜けたのだろうか。

　気づけば貴族街は抜けており、平民街へと出てきていた。

　もう既に夜も更けていて、周囲は灯りを消しているところも多かった。路地を抜けると、何軒も立ち並ぶ飲み屋が煌々と眩い光を放っていた。あまり治安の良い場所とは言えないが、ここを通り抜けた方が孤児院に向かうには近かった。

（肺が痛い……足も痛い……苦しい……）

　だけど、身体以上に心が痛くて仕方がなかった。

（ライナーは馬鹿正直な男の人だって、私が勘違いしてしまってたんだわ。身分も高くて教養だってあるんだから、私みたいな小娘を騙すのなんて簡単だったでしょうね）

　相手を責めるのは簡単だったが、それ以上に──

（勘違いした私が全部悪いのよ……全部自業自得……）

　伯爵家にもう少しで到着するという頃、花園が目に飛び込んでくる。

（泣きはらしたまま帰ったら、孤児院の皆が心配してしまうわ。少しだけ瞼を冷やしてから帰りましょう）

　花園に飛び込んだヴィオラはゆっくりと速度を緩めていく。

　棒になった脚を癒すべく、近くに設置してあるベンチに腰掛けようと近づこうとしたのだが──

「おいおい、こんなところにヴィオラちゃんじゃないか」

　突然、低い声が聴こえたかと思うと何者かに腕を掴まれる。

「きゃっ……！」

　男のものだ。ライナーのものとは違って、ごつごつとしている。

（この声……！　孤児院に来る破落戸じゃない……私としたことが油断した……！）

「公爵様の婚約者になったっていうが、こんな夜に……ちょうどいい、俺が相手してやるよ」

　暗闇でよく見えないが、このままだとまずい。

「誰か！　助けて！」

　ヴィオラは思わず叫ぶ。

（きてくれるわけない……だけど……）

　脳裏に浮かんだのは、こんな時でもライナーの顔だった。

　破落戸がもう片方の手でヴィオラのもう一方の腕を掴んでこようとする。

「いやっ、離して……助けてっ、ライナー!!」

　その時、バキリと鈍い音が聞こえたかと思えば、彼女の腕が何者かから解放される。

　破落戸が真横に投げ飛ばされて、ぬかるんだ土に尻餅をつくと、どしゃりと音が立った。

　そうして、ヴィオラの身体は何者かに抱きしめられる。

　甘い柑橘系の香り。

　暴漢に掴まれた時のような不快感はなかった。

「ヴィオラ、良かった……！」

　心底心配してくれていたのだと分かる声音が、ヴィオラの鼓膜を震わせる。

　彼女のことを助けてくれたのは──

「ライナー……」

　求めていた人物に強く抱き寄せられると、身体が勝手に感動に打ち震えて熱くなっていく。

（助けに来てくれたのね……）

　嬉しくて仕方がなくて、勝手に頬が緩んでしまう。

（ああ、やっぱり私はライナーのことが……）

　だが、はっとすると同時に顔が青ざめていき、体がカタカタと震えはじめた。

（離れなきゃ……私はライオネル公爵の婚約者で……教育係だったライナーのことを好きになってしまっただなんて、裏切り行為も良いところで……）

　そう思って、ライナーのことを見上げたヴィオラは告げる。

「離れて、ライナー、私、これ以上は期待したくないのよ」

「ヴィオラ、俺は──」

　その時──

「お～～い、お前たち、ここにいたのか！」

　金髪碧眼の美青年ライオネル公爵がライナーの背後に現れたのだ。

「あ……」

　罪悪感で胸が苦しくなる。だけど、ちゃんと相手にも伝えないといけない。

（私が好きなのはライナーだから、もう結婚はできませんって）

　そんなことを考えたヴィオラはライナーの腕から逃げ出そうと試みるが、なかなかうまくいかない。

「ちょっと、ライナー、公爵様が見てるわよ」

「良いんだよ、あいつは俺たちのこと知ってるから。そもそもライナーはだな……」

　その時、二人のもとに走ってきたライオネル公爵が呼吸を整えたかと思うと、笑顔でこちらを見つめてきた。

（婚約者と親友の不貞行為の現場を見たっていうのに、公爵様は何も思っていない？）

　ヴィオラが困惑しているとライオネルがライナーの肩にポンと手を置いた。

「ヴィオラ嬢を追いかけていくもんだから、追いつくのが大変だったよ」

「ああ、悪かったな。お前に声をかける暇がなかった」

「いいや、本気になった女性に対してはこんな感じなんだなって面白かったよ、ねえ、ライオネル」

（ん？）

　ヴィオラの頭の中に疑問符がいくつか浮かんできた。

（何か違和感があるんだけど）

　すると、ライナーがライオネルに向かって告げた。

「ライナー、そうやっていつも俺をからかってくるのをやめろ」

「そうは言われてもな。ライオネル、昔っから俺がお前の世話をしてるんだから、気になって仕方がないだろう？」

（んんん？　なんだか呼び方があべこべなような？）

　ますますヴィオラの頭の中は混乱していく。

　少しだけ深呼吸をして考え直す。こめかみを人差し指でほぐす。

　そんな中、ヴィオラの知るライナーに向かって、ヴィオラの知るライオネル公爵が声をかけた。

「あれ？　ヴィオラ嬢にはまだ説明してなかったのかい？　僕と君とが名前を入れ替えて──」

「え？　あ、よせ、俺から説明するから。ライナー！　説明がうまくいってなかったせいで、こいつが混乱してだな」

　ヴィオラの脳内は二人の姿がぐるぐると渦巻く。

「ライオネル公爵がライナーで、ライナーがライオネル公爵？」

　すると、ヴィオラの知るライナーが頷いた。

「そうだ」

　そうして、彼が姿勢を正すとヴィオラを真正面に見据えて告げる。

「ずっとライナーだと言って嘘を吐いて悪かった。俺が──俺こそがライオネル・フルースヴァルト公爵だ」

　ヴィオラは目を真ん丸に見開いた。

「え？　あ……」

「てっきり、屋敷の中でその話を聞いたもんだと思っていたが──」

「な、な、な……」

　戦慄くヴィオラの胸中は嬉しいような、もどかしいような、それでもやっぱり──

「やっぱり、嘘つきじゃない!!」

　素直になれない叫びが木霊したのだった。
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　ライナーとヴィオラは二人で夜道を歩いて帰っていた。すっかり雲はどこかに行って、空には星々が瞬いている。

　飲み屋街以外は寝静まった頃なので、小声で言い争う。

「もう、なんで訳の分からないことしたのよ……！」

「悪かったって、ほら、もう何回も謝ってるだろう？」

「だって、そんなの……もう、あんたのこと何て呼んだら正解なのか分かんないじゃない……！」

「今まで通り、ライナーで良いよ。お前に呼んでもらえるなら、なんでも良いしさ。ライナーが屋敷に来るようになる前は、俺もライナーって呼ばれてたんだ。だから、ライナーって呼ばれた方が懐かしい感じはするかな」

「分かったわ、じゃあ今まで通りで」

　そうして、二人してしばらくだんまりになった。

　人気が少ない路地に差し掛かった頃、ライナーがぽつぽつと語り始めた。

「突然だが、俺の父親はな、貴族のボンボンだったんだよ」

（あんたもでしょ……っていうか、この流れ、この間もやったわよね……）

　野暮なツッコミを入れたかったが、なんとなくスルーした。だが、どうやら今回の流れはまた違うもののようだ。

「それで？」

「そうしたら親父の婚約者だったご令嬢が、騎士と駆け落ちしちまったんだ」

「はい？」

　ライナーの父親の話が出たかと思いきや、唐突に痴情のもつれのような話が展開されはじめた。

「私のお母さんとお父さんも駆け落ちって言ってた気がするんだけど、わりと多いの？　貴族の駆け落ちってやつ？」

「まあ、たまにあるが、基本的には貴族側が隠すから実際どのぐらいいるのかは風の噂でしか分からない」

「ふ～ん、そんなもんなんだ。ごめんね、話の腰を折っちゃって。それで？」

　気を取り直したライナーが続ける。

「親父にとってご令嬢は妹みたいな幼馴染でさ、騎士は親父の親友だったんだ」

「うわっ、修羅場じゃん」

「世間的にはそうだよな。悲壮に暮れた親父だったけれど、相手方の父親──義父になる予定だった男はものすごく謝ってきた。俺の親父の義父になる予定だったし、男同士仲が良かったんだよ。そうこうしてたら、その元義父のとりなしがあって、別のご令嬢と結婚することになったんだ」

「あんたの母親ってこと？」

　ライナーは大仰に頷いた。

「そうなんだ。それで、親父と母さんの間に俺が生まれたんだ。親父と元義父の仲は悪くないままだったから、交流があってさ。俺はずいぶん可愛がってもらったから、その元義父のことを自分のじいさんだって、しばらく勘違いしてたぐらいだ」

「なんか面白いわね、普通ならもっと拗れそうだけど」

「そうだろう。結果的に俺の一家は幸せになったんだよ。だけど、じいさんだけが娘に逃げられたままで可哀そうなわけでさ。どうにかしてやりたいなって親父は思ったんだ」

　ヴィオラはうんうんと頷いたが、はたと気づく。

（もしかして、話に出てくるじいさんって……私のおじいさんのことじゃないわよね？　さすがにそんな偶然はないか）

　そんなことを考えていたが、ライナーが喜々として語りはじめた。

「親父は幼馴染と親友の動向を探ることにしたんだ」

「それで？」

「実は見つかったんだよ」

「へえ、この広い王国ですごいじゃない！」

　ヴィオラは思わず感嘆の声を上げた。

「ああ、そうだろう？　まだ小さかった俺も着いていったよ。だけど、二人からは、じいさんには言わないでくれって懇願されたんだ。それで、ここからが本題だ」

「あれ？　そう言われれば、貴族のあんたが騎士になりたいっていう理由の話で、父親の親友だった騎士を探して、その人の娘と一緒にどうとかって言って……？　んん？　私の父親と母親も駆け落ちしたって言ってて……」

「……」

　ゴホンと咳払いしたライナーが続けた。

「そうだ。俺が騎士を目指すようになった切っ掛けになった魔物に襲われた事件の時に、一緒にいたのがお前なんだ、ヴィオラ」

「ええっ……!?」

　まさかライナーと幼少期に出会っていたなんて……。どうやら、ライナーの父の元婚約者がヴィオラの母であり、ライナーの憧れの騎士がヴィオラの父、ライナー父の元義父が伯爵のようだ。

「話は今に戻るが、そもそも俺はそんなに女は好きじゃない」

「それは嘘」

「……ごほん、お前の中で俺はどんな男なんだよ」

「今あんたが考えている通りよ」

　しばらく面食らった表情を浮かべていたライナーだったが、キリリと真顔に戻ると話を続けた。

「最初は誰とも結婚したくなかった。差別はしないが身分を利用してくるやつも中にはいるから、平民出身の女だとか尚のこと嫌だったんだよ。でもしばらく前に死んだ父から言われた結婚だったし、どうやら相手の女性は、伯爵のじいさんの孫だっていう。だから、仕方なしに会いに行くことにはした」

　平民出身の女が嫌だと、直球で告げられてしまい、ヴィオラの胸にチクリと刺が刺さるかのようだ。

「それでだ、とりあえず、騎士のライナーに俺のフリをしてもらって、俺はライナーのふりをしたんだ。元々はライナーが俺のフリをしてお前に会いに行ってもらう予定だったんだが、ライナーから『公爵自ら迎えに行くのはおかしいんじゃないか？』って言われて、結局俺がライナーってことにして会いにいくことになったんだよ」

「呆れたわね、結婚が嫌だからって替え玉頼んでたってわけね」

　しばらくライナーが無言になったかと思うと、口を開いた。

「魔物に襲われても気丈に俺を励ましてくれてたお前のことを、俺は忘れたことがなかったんだが……お前は物心つくかつかないかだったし、忘れられてるだろうと思って……そもそもかなりの年数経ってるから、どんな女性になってるかも分からず、当時と変わらないままなら、身分関係なしに結婚を考えても良いかとも思ったが、俺としてもかなり悩んでだな……」

「……」

「お前に呆れられても仕方がないな、隠したせいで話がややこしくなったなって、かなり後悔した」

「なんでよ、替え玉頼んで、自分は軽い女かどうか上手に見極めたりできたわけでしょう？」

　ヴィオラはふんと鼻を鳴らして返した。

「いいや、替え玉頼んでややこしくしたのは間違いだったって、本当に後悔したよ。だって、俺は──」

　彼の碧の瞳が彼女の瞳をまっすぐに捕らえた。

「──どんどん今のお前に惹かれていったんだ」

「あ……」

「じいさんの娘のフリをしてやってて優しいところがあるんだなって思ったし、騎士相手にだって怯まない、子どもたちのことを思って色々できる。そういう女なら身分問わずに幸せに生活していけそうだなって思ったんだよ」

　彼の告白にヴィオラの瞳からは涙が零れ落ちた。

「どうした!?　急に泣き始めて!?　なんかおかしなものでも食べたのか!?」

「なんで私が変なもの食べたみたいな扱いになるのよ!?」

　ヴィオラは涙をぬぐいながらライナーに向かって告げる。

「嘘を吐いた分、ちゃんと私のこと幸せにしなさいよね？」

　すると、ライナーが至極真面目にゆっくりと頷いた。

「もちろんだ」

　月明かりの下、そっと二人の影が一つになったのだった。





＊＊＊






　公爵家に戻った頃には、もう月は中天にかかっていた。

　使用人たちは眠ってしまっていたので、ヴィオラは密かに湯を沸かし直して、湯に浸かっていた。

　窓を開けると、差し込む月明かりが彼女の頬をなまめかしく照らす。

　湯船に顔を浸けるとブクブクと泡を立てた後、ザパリと顔を出した。

「ライナーがライオネル公爵様で、私の本当の婚約者だったなんて……」

　騙されたのが悔しいような色々拗れなくて良かったような、色んな気持ちがないまぜになる。

　ヴィオラはぼんやりと考え込んだ。

「生きてて幸せ……私に惹かれているって言ってたってことは、ライナーも私のことが好きってことよね？」

　全てを話してくれたライナーだったが、そうは言ってはこなかったなと気づく。

「一緒に過ごすのは良さそうだなって感じになったってことかしら？　恋愛なんて初めてだから、前向きに考えても良いものかどうか、さっぱり分からないわね……」

　明確な恋心を抱かなくても結婚自体はできるものだ。

　特に男性にはその傾向が顕著なのだという。

「何よ、これじゃあ、私がライナーに愛されて結婚したいみたいじゃない！」

　その時、声が聴こえた。

「なんだよ、じゃあ、お前のことが好きなのは俺だけなのかよ？」

「へ？」

　ガラス窓の向こうに何者かのシルエットが見える。

　ガラリと浴室の戸が開いたかと思うと、裸のライナーがこちらに向かって歩いてきて、湯船に浸かった。

「何よ、このスケベ！　ちょっと開けないで！」

「時間の短縮だよ、お前が湯から出た後、俺が入る頃には冷たくなってたら嫌だろうが……」

「そんな理由で入ってこないでよ！」

　高身長のライナーの下半身が沈みこむと、湯船の水がどんどん溢れていった。

　同時にヴィオラはライナーに抱き寄せられる格好となる。

「ちゃんと伝えてなかったかもしれないが、俺はお前のことが好きだ」

　ヴィオラは思わず息を呑んだ。頬が勝手に熱くなっていくのは湯気のせいだけではないはずだ。

「何よ、このタイミングで言うとか、デリカシーがないんだから！」

「まあ許してくれよ。お前の方こそ、俺のことをどう思ってる？」

「それは……」

　蒸気で茹だったようになりながらヴィオラは続ける。

「私も……貴族だとか平民だとか気にしないで接してくれて、大事な孤児院への支援もしてくれて……何より、お父さんのことを悪く言わないでくれた、あんたのことが……」

　そうして、彼女は彼のことを見上げた。

「好き」

　すると、ライナーの顔が近づいてきたかと思えば、艶っぽく半開きになった唇へと分厚い舌がねじ込まれる。

「んあっ……」

　そのまま舌を何度か絡まされていると、くちゅりくちゅりと水音が立ち込める。ひとしきり舌で翻弄された後、彼の唇が離れた。

「あ……」

「最初に会った時は、こんなに可愛い顔するなんて思いもしなかったのにな……」

　抱き寄せられた両脚の間、相手の硬くて熱いものが触れてくる。

「んっ……」

　ヴィオラに羞恥が走る。

「ああ、そんなに煽らないでくれよ……」

　胸同士が密着したかと思うと、彼の大きな掌が彼女の桃尻から太腿にかけて大きく撫ぜ始めた。彼の手が蠢くたびに湯面が揺れ動く。

「あっ、ライナー……」

「気持ちが良さそうだな」

　そのまま彼の身体の上に跨った格好になっていたヴィオラだったが、花弁の間に雄茎が挟み込まれる。そうして、彼が腰を揺り動かし始めると、湯の中の彼女の身体も上下に揺れ動き始めた。

「ふあっ、ああっ、ライナー、熱い、ああっ……」

「まだバテるには早いぞ、まだお前の身体を満足させられてないからな」

「ふあっ、ああっ、あ……」

　芽を筋が刺激してくるものだから、湯の中でも分かるぐらいに、ぬるぬると愛蜜を溢れさせる。どんどん揺さぶりは激しくなっていく。

「あっ、ライナー、このままだと……」

「イきそうなら、ほら、大丈夫だ」

「そんなんじゃっ……ひあっ、ああっ……──！」

　口では否定したかったが、ヴィオラは風呂の中で身体を戦慄かせながら果てた。

「ふあ、ああ、……」

　びくつく身体をライナーが抱き寄せたかと思うと、耳元で囁いてくる。

「ああ、気持ちが良さそうだな……良かったら、続きはベッドにしよう」

　そうして、気だるい身体を横抱きにされると、そのまま二人の寝室になる予定の場所へと向かうことになった。
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　ヴィオラはライナーの腕によって白いシーツの上に裸のまま寝かされる。

　身体の上に跨ってきた彼が、彼女の唇にちゅっと口づけた。

「ん……」

　唇が離れると、ヴィオラはいつになく妖艶な所作で、ライナーの首に腕を回した。

「ヴィオラ、今日のお前はやけに──」

「ねえ、ライオネル様」

「……っ……！」

　ヴィオラの身体をまさぐっていたライナーの手がピタリと止まった。たじろいだ様子で口を開く。

「どうした、おかしな呼び方してくるなよ」

「あなたの本名でしたよね、私は、おかしな呼び方をしてしまったでしょうか？」

「……っ……」

　普段の下町の娘のような口調ではなく、令嬢のような喋り方。

「貴方が私に丁寧な話し方を教えてくれたんでしょう？　ねえ、ライオネル様」

「それはそうだが……っ……」

　ヴィオラの両手がライナーの頬を包み込む。

「ねえ、ライオネル様、今度は私に何を教えてくださるの？」

　すると、彼の顔は沸騰でもしてしまったのかというぐらいに真っ赤になっていた。

　しかも──

（あら？）

　ヴィオラは両脚の間に熱塊を感じた。

「ええっとだな……」

　ライナーの言葉がどんどん小さくなっていく。

　ヴィオラは頬を朱に染め、恥じらうかのように腰をよがった。

「ライオネル様がどうすれば喜んでくださるか教えてくださいませんか？」

　ライナーはきょろきょろと視線を彷徨わせていた後、一呼吸おいて声をかけてきた。

「……そうだな……まずは身体を隠さずに見せてくれないか？」

「……こんな明るい場所で裸を見せるのは恥ずかしい……」

　すると、ライナーがランプの灯りを消した。

「暗くしたぞ。ほら、俺にお前の全てを見せてほしい」

　優しく接してくるライナーのことが面白くて、せっかくなので言うことを聞くことにする。乳房を隠していた両手をそっと剥ぐ。暗がりとはいえ、相手からの視線をまじまじと感じてしまい恥ずかしくなってしまうが、ぐっと我慢してライナーの様子を楽しむことにした。

　相手の顔が近づいてきて、そっと唇を塞がれる。

「んっ……」

「ヴィオラ、もっと唇を開け」

「……っ、はい……あ……」

　唇を分厚い舌に割られると、舌同士が絡み合う。くちゅくちゅと絡ませ合った後、熱い吐息を孕んだまま告げられる。

「もっと俺の舌を吸ってくれ」

「……吸うってどうしたら良いのですか？」

「ああ、難しいなら、俺にそのまま委ねてくれよ……」

　そうして噛みつかれるように何度か唇を食まれた後、先ほど以上に深く舌を絡まされ、舌を吸われて離れることを繰り返した。

「あっ……んあっ……」

「ああ、今みたいにもう少しだけ舌を動かしてくれ……」

　何度も口づけを交わし合ったため、唇がしっとりと濡れてしまった。そうこうしている内に、ライナーの大きな掌がそっと片乳を包み込んできた。

「あっ……」

「このまま俺に任せて気持ち良くなってくれてたら良いから」

「それだけで良いのですか？」

「ああ、それだけで良い」

　そうして、ライナーの掌が厭らしく蠢きはじめた。

「んんっ、あっ、あっ、あんっ、あっ……」

「俺の手の中でかなり弾むな……」

　上から下にパンをこねるように捏ねられた後、尖ってきた先端を硬い指先で何度も擦られる。すりすりと擦られると、下半身がじんじんと疼いてくる。

「ふあっ、あっ、ライオネル……様っ……」

「ああ、なんだ、まずい……俺も結構きてるな……」

　そうして、乳房への愛撫が一度止んで、相手が滾った熱杭を手にした。

　そんな彼の姿を見て、ヴィオラは妖艶な笑みを浮かべた──かと思いきや、意地悪な笑みを浮かべた。

「やっぱり、ライオネル公爵じゃなくて、あんたが清楚な感じの女性が好みなのね……」

「……っ……」

　ライナーが正気に戻る。

「お前、今のわざとやっただろう……」

「いつも意地悪されるから、ちょっとだけ抵抗しようかなと思って」

「なんだよ……やっぱりお前はお前だな」

　すると、ヴィオラがくすりと笑った。

「そりゃあ、そうよ、どれだけ喋り方が変わろうと、中身は一緒なんだから」

「ああ、くそっ、俺をからかったバツだ……今日は寝かせてやらないからな」

「望むところよ、あんたの方が先にばてるわよ……」

　茹だった彼女の肌の上に、彼が余すことなく口づけていく。

「んっ……あっ……」

　真っ暗な室内の中、甘ったるい声が響いて気恥ずかしくて仕方がない。

「ヴィオラ、綺麗だ」

「ライナー……」

　全身に口づけられた後、ライナーがヴィオラの身体の上に跨った。柔らかな重みを感じてヴィオラの鼓動はどんどん高鳴っていく。甘く啄むような口づけを頬や唇に何度も落とされる。足の間に熱塊が触れると、呼応するように甘露を零し始めた。

「入るぞ」

「ええ」

　ライナーを受け入れるのは二度目になる。先日は熱に浮かされたかのようで相手の表情がよく見えなかったが、今日は相手の顔がはっきり見えた。

　濡れた花弁の芯に熱茎が潜り込んでくる。相変わらず大きな質量だったが、今度は痛みがなく、肉棒が肉壁を擦る感覚が気持ち良かった。

「ああっ……」

「ああ、お前の中は気持ちが良いな……」

　全てを飲み込んだ後、ライナーの熱を孕んだ眼差しを受けながら、再び唇を求めあった。

　離れると、やけに相手がこちらを見てくる。

「どうしたの、そんなにじっと見てきて……」

　すると、ライナーの頬にさっと朱が差す。そうして、彼が大きな手で自身の髪をくしゃりに握り潰した。

「ああ、お前がこんなに可愛く見えるようになるとは思ってなかったと……思ってな」

「へ!?」

　唐突にそんなことを相手が言い始めたため、ヴィオラまで顔を真っ赤にしてしまう。

　動揺して身体を動かしたため、びくんと身体が跳ね上がった。

「そんなにぎゅうぎゅう締めないでくれ……果てるかと思った」

「へ、変なこと言わないでちょうだいよ！」

「変も何も、思ったことを正直に言ったんだよ……」

「も、もうっ……」

　次第に貪るようなものへと変わった後、相手が腰を揺さぶりはじめた。巨大な塊の先端が何度か抜き差しされると、それだけで芯から蜜が溢れる。

「ああっ、あっ……」

「ヴィオラ……ああ、お前の中、気持ちが良いな……」

　彼の腰遣いは激しさを増しはじめ、どんどん意識が遠のいていく。

「ああっ、ライナー……ライナー」

「ヴィオラ、締まるな……」

　ヴィオラは激しさに耐えるようにライナーの広い背にしがみついた。淫らな水音が室内に響き渡る。

「ライナー……あっ、んんっ……」

「どうした？」

「私もっ……こんなにあんたのことがっ……ああっ、好きになるなんてっ……思ってなくってっ……ひゃあっ……」

　膣道の中で熱塊が拡充するのが分かった。

「こんな時に、お前の方こそ、ますます可愛いことを言ってくるなよ……」

「んんっ、ライナーっ……」

　口を開いて何かを言えるのは、そこまでだった。

「ヴィオラ……好きだ……」

　何度か頬に口づけられると、幸せで仕方ない。

　幸福感で満ち満ちたまま、相手の動きに呼応するように揺れ動く。

　しばらく幸せの中に身を委ねていると、熱塊が膨張していく。ヴィオラ頭の中もどんどん白濁していく。

「ライナー、もうっ……」

「ヴィオラ、俺もだ……」

　そうして、最奥を突かれると、幸福の熱が全身を奔流すると同時に全身が戦慄いた。愛し合った跡が、二人の結合部の間を流れ落ちる。

　吐精された後、彼から何度も何度も口づけを交わす。

　互いの吐く息にはまだ熱がこもっている。

　繋がりあったまま、ライナーがヴィオラに告げた。

「ヴィオラ、愛している」

「ライナー……」

　その夜、ヴィオラはライナーから一晩中愛しぬかれたのだった。
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　翌朝、衝撃的な事実が判明する。

「え!?　父さんが屋敷に来てるの……!?」

　なんとヴィオラの父親が伯爵家を訪れているというのだ。

「あいつ、あんたにたかろうとしてるのよ！」

　興奮してまくしたてると、ライオネル公爵だと判明したライナーから宥められる。

「お前はあの人のことを誤解している。良いから二人でちゃんと話した方が良い」

「……分かったわ」

　そうして、伯爵家の屋敷で父親と対面することとなった。

　客間に現れた壮年の男は、先日までの髭面の酔っぱらいではなく、きちんと身なりを整えて清潔感のある人物へと変貌していた。

（元々騎士様だったわけだから、ちゃんと綺麗にしたら美形のおじさまって感じね）

　しばらくだんまりだったヴィオラの父親だったが、ぽつぽつと話しはじめる。

「ヴィオラ」

「何？」

　つっけんどんな態度をどうしても取ってしまう。

「この間も言った通りよ。お嬢様のお母さんを騙して、私を捨てた挙句、今更戻ってこられても、私はあなたのことを信用はできない」

　そうは言いつつも、ちゃんと相手の言い分を聞いてみたいと思っていた。

　すると、父親がぽつぽつと語らい始める。

「俺は、お前の母親のことを……心底愛していた」

　その言葉が衝撃と共にヴィオラの中を駆け巡る。

「最初は親子三人で幸せに暮らせたら良いと思っていた。だが、母さんが病気になって金が必要になった。だから俺は武勲を立てて、母さんとヴィオラのところに戻ってくるはずだった」

　苦悩に満ちた声音は、ヴィオラの胸に来るものがあった。

「だが、お前の母さんは俺が武勲を立てる前に死んでしまっていた。しかも、ヴィオラがどこの孤児院に預けられたのか分からなかった」

「あ……」

　ヴィオラは思わず父親の顔を見つめた。

　苦悶を呈した彼を見ると、嘘をついているようには見えなかった。

「母さんは死んでしまったが、お前のことをずっと探しまわっていた」

「嘘よ」

「嘘じゃない……だが、先日お前のことを街で見つけて……母さんに生き写しのお前の後を追ったが……まあ、お前に金の無心だと思われても仕方がなかったな」

　そうして、それだけ言うと、父親は席を立った。

「それじゃあ行くよ、最後に伯爵様には謝っていこうと思う」

　ヴィオラの父親が、扉に手をかけてドアノブを回そうとするよりも早く、扉が勝手に開いた。

「あ……！」

　そこに立っていたのは、ヴィオラの祖父である老伯爵だった。

（どうしておじいさんがこんなところに？）

　疑問に思っていると、背後にライナーとライオネル（だと思っていた本当のライナー）の姿が見えた。

（もしかしてライナーが連れてきたの？）

「待て、チェルシーをたぶらかそうとする不届き物が屋敷の中に入りこみよって……どの面下げて来よったんだ！」

　白眉毛の下、伯爵の瞳に怒りの光が宿ると同時に杖を振り上げて怒り始めた。

　そんな伯爵を前にヴィオラの父親は腰を深々と下げた。

「あなたが大事にしていた娘さんを攫ってしまって申し訳ございませんでした。私はもう去ります。だが、一つだけ貴方に言いたいことがある」

　そうして、ヴィオラの父親が告げる。

「貴方がチェルシーを大事に育ててくれたおかげで、私は彼女と幸せなひと時を過ごすことができた。大事な一人娘を得ることができたんです。本当にありがとうございました。それでは」

　そうして、ヴィオラの父親が立ち去っていこうとする横で、伯爵がヴィオラの方を見た。

「チェルシー……」

　伯爵の瞳に光が宿ったかと思うと、ぽつぽつと呟いた。

「意固地になったら全てを失ってしまう。だが、チェルシーはこんなに可愛い孫を儂に残してくれた……騎士の端くれ、娘を幸せにできなかった分、ちゃんと大事にしてやってくれ、ヴィオラのことを」

　ずっとヴィオラのことを愛娘チェルシーだと勘違いしていたはずの伯爵が──

（ちゃんと私をヴィオラだって分かってくれた……）

　ヴィオラの瞳に涙が浮かぶ。

　立ち去ろうとしていた父親に向かって続けた。

「意固地になってたら、全部失くしちゃう、私、本当はお父さんに迎えに来てほしかった。だから、これから先はちゃんと私のこと大事にしてよね！」

　すると、父親の瞳にも涙が浮かぶ。

「ああ、分かっている、ヴィオラ、私の最愛の娘」

　去り際、ヴィオラの父親がライナーに向かって頭を下げた。

「立派な騎士になられたようだ。あなたはあいつによく似ている。死ぬ前に会いたかった。どうかヴィオラのことをよろしく頼みます」

「分かっています」

　そうして、ヴィオラの父親は伯爵家を立ち去ったのだった。







エピローグ








　そうして、数ヶ月後。教会の花壇にヴィオラの花が咲き誇り始める頃。

　快晴の下、孤児院と並立している教会で、ヴィオラとライナーは結婚式を挙げることになった。

「ヴィオラ様、おめでとうございます！」

「ありがとうございます、皆様。この度はこのような場にいらしてくださって、私は感激しておりますわ」

　一度優雅な礼をおこなうと、周囲が一斉に色めき立つ。

　メイド長が歓喜の声を上げた。

「立派な淑女になられましたね……！」

　公爵家の使用人たちをはじめとして、騎士である本当のライナーと恋人のキャシーも祝福してくれた。

「ええ、本当に素敵ですね」

　キャシーが続けると、ライオネル公爵のフリをしていた本当のライナーが続ける。

「他の貴族連中も、ヴィオラ様に夢中で、あいつも心中喜んでいるやら穏やかではないやら、複雑な気分のようです」

　あいつというのは、ヴィオラにとってのライナーのことだ。

　周囲を見渡せば、ヴィオラの優美な振る舞いに式に来ている貴族の男性陣もうっとりした表情を浮かべている。

　話の主役であるライナーがヴィオラの隣に立つ。

「まあ、俺の教育の賜物だな」

　なぜかライナーは誇らしげだった。

　ライナーの叔父にあたる国王もお忍びで来ており、ヴィオラが丁寧にあいさつを済ませると、本当に市井で育ったのかと驚いているようだった。

　ヴィオラの肉親である伯爵と、ヴィオラの父親も参列しているし、もちろん孤児院の皆もたくさん祝いに来てくれた。

「お姉ちゃん、まるで本当のお姫様みたい……！」

「すごいや、だけど、お話するのになんだか気が引けちゃう」

「もう、僕たちのお姉ちゃんとは呼べないよね……」

　そんな風にもじもじしている子どもたちに向かって、ヴィオラがウインクを投げかけた。

「何言ってるのよ、話し方をちょっと変えただけ。あんたたちのお姉ちゃんのままよ」

　すると、子どもたちの表情がぱあっと明るくなった。

　そうして、式がはじまると、ヴィオラはライナーの隣に改めて立つ。腕を組むと、祭壇までゆっくりと歩みはじめた。

「いまだに、あんたがライオネル公爵だっていうのはしっくりこないのよね」

「なんだよ、何か文句あるのかよ？」

「いいえ、これだけ色んな人がいれば、ちゃんと証人になってくれるから、別に良いわよ」

「証人って信用ないな……」

「そりゃあ、過去の自分に聞いてみなさい」

「まあ、その件は反省してるんだって……」

　その時──

「うぉっほん！」

　咳払いが聴こえる。

　目の前の司祭のようだ。

（いけない、式中だったんだわ！）

　慌てて、ヴィオラとライナーは目の前の司祭へと視線を移す。

　キラキラとステンドグラスの光が差し込む中、神父の口上が終わると、そっとライナーがヴィオラの手を取った。彼女の薬指には、彼の瞳と同じ碧玉の結婚指輪が嵌められる。

　幸せで涙が込み上げてきたヴィオラだったが、悟られたくなくて、軽口を叩いた。

「結婚してからはもう嘘はつかないでよね」

「ああ、もうつかないよ、正直な俺には荷が重すぎた……」

「自分で正直だなんて、まったくもう……」

　少々呆れた顔を向けつつも、内心は今日無事に結婚式を迎えることができて嬉しくて仕方がなかった。

　そうして、指輪が付け根まで通された後、ライナーがヴィオラのヴェールをゆっくりと取り去った。

「愛しているよ、ヴィオラ、ずっと俺のそばにいてくれ」

「ライナー、仕方ないから、一緒にいてあげるわよ」

　そうして二人の影がゆっくりと重なる。

　二人のことを大きな拍手喝采と優しい視線とが見守るのだった。







あとがき








　初めてお会いする方もそうでない方も、こんにちは、おうぎまちこと申します。

　普段はムーンライトノベルズメインとアルファポリスをメインで執筆をしております。全年齢もＲ18もなんでも読んでなんでも書きます。特に異世界恋愛ファンタジーが好きです。

　今回、ご縁に恵まれまして、濃蜜ラブルージュ様で二作目を書かせていただけることになりました。

　前回とは雰囲気が違う作品にしようと思いまして、ワケアリだけど跳ね飛ばせるぐらいのカラッと明るいジャジャ馬令嬢ヒロイン・ヴィオラを商業の場で挑戦させてもらえる運びとなりました。

　ヒーローは面倒見が良さそうな爽やか系で前向きな性格の貴族騎士ヒーローにしてみました。

　二人とも普段は書かない系統のヒロインヒーローだったのですが、二人の掛け合いを書くのがすごく楽しくて、最後まで完成させることができました。

　また、前々からファンでＴｗｉｔｔｅｒアカウントをフォローしていた木きノの下したきの先生にイラストを描いてもらえることになりました。ヴィオラの薔薇の痣をもっと作中で生かしたかったなとも思いつつ……。

　読者の皆様の反応はどうかなとドキドキしつつ……明るいラブコメに仕上がりましたので、どうか多くの読者様たちの目に留まりますように。

　もし作者作品が気になった読者様がいらっしゃいましたら、他にも商業作品が十作品程度、コミカライズ三作品、その他ムーンライトノベルズ様やアルファポリス様に無料で読める作品がございますので、どうぞご覧くださいませ。

　皆様の毎日が幸せに包まれたものになりますように。

　それではまた別の機会に。




　作品で得た資金の一部は、二〇二四年能登半島地震の寄付に充てたいと思います。






おうぎまちこ
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濃蜜ラブルージュＦ＋

お転てん婆ば令れい嬢じょうですが、初はつ恋こい騎き士し様さまの秘ひめられた独どく占せん愛あいに熱あつくさらわれました

～みだらな花はな嫁よめ教きょう育いくお断ことわり！～
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